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７
月
に
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

製
鉄
・
製
鋼
、造

船
、石
炭
産
業
」。こ
の
遺
産
群
は
、西
欧
の

技
術
を
取
り
入
れ
た
日
本
の
幕
末
か
ら
明

治
末
ま
で
の
急
速
な
近
代
化
・
工
業
化
を

証
明
し
て
い
る
８
県
11
市
の
23
資
産
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、萩
市
に
は
、萩
反
射
炉
、

恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら

製
鉄
遺
跡
、萩
城
下
町
、松
下
村
塾
の
５
つ

の
資
産
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
登
録
は
、萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

構
想
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、歴
史
的
な
景

観
や
遺
産
を
大
切
に
保
存
し
て
き
た
こ
と

に
よ
る
大
き
な
成
果
と
い
え
ま
す
。

　　

シ
リ
ア
ル
・
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
複
数

の
連
続
性
の
あ
る
資
産
）に
お
け
る
萩
の

５
つ
の
資
産
の
位
置
づ
け
や
、19
世
紀
末

の
世
界
史
の
奇
跡
と
い
わ
れ
る
日
本
の
近

代
化
の
原
点
・
萩
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

す
る
た
め
、大
河
ド
ラ
マ
館
の
閉
館
後
、来

年
の
１
月
末
の
開
館
を
目
指
し
て
、萩
・

世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー「
学
び
舎
」

を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、旧
明
倫
小
学
校
（
１
棟
・

２
棟
）
の
整
備
が
終
わ
る
ま
で
の
間
、
大

河
ド
ラ
マ
館
の
一
部
の
展
示
物
や
新
た
な

映
像
・
展
示
等
を
用
い
て
、
萩
の
魅
力
等

を
発
信
し
、
引
き
続
き
誘
客
を
図
り
、
萩

の
学
ぶ
観
光
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
「
学
び
舎
」の
開
設
に
向
け
、新
た

に「
世
界
文
化
遺
産
情
報
発
信
館
準
備
室
」

を
９
月
24
日
付
け
で
設
置
し
ま
し
た
。

▽
設
置
場
所　

市
役
所
本
庁
総
合
政
策
部

企
画
政
策
課
内

▽
人
員　

８
人
体
制
（
専
任
４
人
、
兼
任

４
人
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
１
１
７
）

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
利

用
し
た
構
成
資
産
を
紹
介
・
再
現
す
る
動

画
の
制
作
や
萩
の
世
界
文
化
遺
産
を
巡
る

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
周
辺

の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
や
、
案
内
看
板
の

設
置
等
、
地
元
住
民
で
運
営
す
る
福
栄
文

化
遺
産
活
用
保
存
会
が
中
心
と
な
っ
て
行

う
、
お
も
て
な
し
活
動
へ
の
支
援
な
ど
に

よ
り
、
増
加
す
る
見
学
者
へ
の
対
応
を
行

い
ま
す
。

　

今
後
、
世
界
の
宝
と
な
っ
た
萩
の
資
産

を
確
実
に
将
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
し
っ
か
り
と
保
存
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
観
光
客
に
対
す
る
お
も
て
な
し
の
充

実
に
努
め
、
観
光
振
興
の
一
助
と
な
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

　

山
陰
道
（
益
田
市
～
萩
市
）
は
、
今

年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も
参
考
に
、

大
井
〜
萩
（
約
15
㎞
）、小こ
は
ま浜

（
益
田
市
）

〜
田
万
川
（
約
５
㎞
）、木
与
付
近
（
約

５
㎞
）
が
、
４
月
に
優
先
整
備
区
間
と

し
て
選
定
さ
れ
、
整
備
に
向
け
た
検
討

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
「
大
井
～
萩
」、「
木
与
付

近
」に
つ
い
て
、「
社
会
資
本
整
備
審
議

会
道
路
分
科
会
中
国
地
方
小
委
員
会
」

で
、概
略
ル
ー
ト
案
や
構
造
を
検
討
す

る
た
め
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

が
決
ま
り
ま
し
た
。な
お
、本
区
間
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、今
回
を
含

め
２
回
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
萩
〜
大
井
は

15
㎞
も
あ
る
の
で
、
途
中
で
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」、「
市

内
観
光
ル
ー
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
山
陰
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
日
頃
感
じ
て
い
る
道

路
・
交
通
面
で
の
課
題
や
地
域
で
求
め

ら
れ
る
道
路
の
役
割
等
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
で
、今
後
、複
数
の

比
較
ル
ー
ト
案
に
よ
る
対
応
方
針
の
検

討
が
行
わ
れ
る
な
ど
、市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
す
る
重
要
な
ア
ン
ケ
ー

①萩・須佐地域の各世帯に郵送される調査票
②道の駅や市役所、総合事務所等に備え付けの調査票
③国土交通省山口河川国道事務所のホームページ

（http://www.cgr.mlit.go.jp/yamaguchi/index.php）

ト
で
す
。回
収
率
だ
け
で
な
く
、自
由
回

答
欄
に
書
か
れ
た
内
容
も
今
後
の
ル
ー

ト
選
定
等
の
検
討
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、

萩
・
須
佐
地
域
の
各
世
帯
へ
の
郵
送
の

ほ
か
、
道
の
駅
や
市
役
所
等
に
も
備
え

付
け
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
回
答
も
可
能
で
す
の
で
、
萩
・
須

佐
地
域
以
外
の
方
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
の
開
始
予
定

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
期
間
は
、
概
ね
１
カ

月
程
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

土
木
課
（
２
５
・
３
８
３
２
）

▶
①
の
封
筒
の
色
は「
黄
色
」
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阿
武
川
ダ
ム
が
完
成
し
て
か
ら
今
年
で

40
年
に
な
り
ま
す
。
昭
和
42
年
度
か
ら
本

格
的
な
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
50

年
３
月
に
、
当
時
の
県
営
ダ
ム
と
し
て
は

日
本
一
の
規
模
を
誇
る
重
力
ア
ー
チ
式
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

阿
武
川
は
、
流
域
に
対
し
て
多
く
の
恵

み
を
も
た
ら
し
た
反
面
、
ダ
ム
の
完
成
ま

で
は
、
度
重
な
る
氾
濫
に
よ
り
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
す
な
ど
、
藩
政
期
か
ら
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
下
流
域
（
特

に
椿
、
椿
東
地
区
な
ど
）
は
ダ
ム
の
完
成建設中の阿武川ダム（昭和49年夏頃）

■
主
催　

阿
武
川
ダ
ム
完
成
40
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

川
上
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門

（
５
４
・
２
１
２
１
）

■
と
き　

10
月
30
日
（
金
）
午
後
７
時
～

９
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
講
師　

清
水
満み
つ
ゆ
き

幸（
萩
博
物
館
副
館
長
）

■
演
題
「
ダ
ム
の
恩
恵
を
受
け
た
水
都
・

萩
」

■
受
講
料　

無
料

【
萩
会
場
】

■
と
き　

10
月
26
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
ロ
ビ
ー

【
川
上
会
場
】

■
と
き　

11
月
１
日
（
日
）
～
７
日
（
土
）

■
と
こ
ろ　

川
上
公
民
館

■
展
示
写
真　

洪
水
被
害
の
写
真
等

■
入
場
料　

無
料

■
協
力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

古
写
真
班

■
と
き　

11
月
５
日
（
木
）
～
30
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
休
館
日 

火
曜

日
）

■
と
こ
ろ　

阿
武
川
歴
史
民
俗
資
料
館

■
内
容　

高
島
北ほ
っ
か
い

海
が
描
い
た
掛
け
軸
の

展
示
、
長
門
峡
に
関
連
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク

パ
ネ
ル
の
展
示

■
入
館
料　

１
０
０
円

　
■
と
き　

11
月
７
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

川
上
公
民
館

■
内
容　

阿
武
川
ダ
ム
建
設
記
録
の
上

映
、
移
転
さ
れ
た
集
落
の
元
住
民
の
方
と

市
民
と
の
交
流
会
（
会
費
：
１
０
０
０
円
）

※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

に
よ
り
、
洪
水
の
被
害
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
ダ
ム
の
建
設
に
伴
い
、
川
上
・
福

栄
地
域
合
わ
せ
て
９
集
落
２
０
４
戸
が
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
て
40
年
と
な
る
節
目
の
年
、
こ

の
よ
う
な
集
落
の
方
々
の
協
力
と
い
っ
た

経
緯
の
も
と
、
現
在
の
安
心
な
暮
ら
し
が

営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
後
世
に
長
く
継
承
す
る
た
め
記

念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.124

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」も
い
よ

い
よ
終
盤
。こ
の
４
日
が
40
話
と
な

り
、残
る
は
10
話
。41
話
で
は
主
人
公

美み

わ和
は
前
橋
へ
旅
立
つ
。楫か
と
り取
素も
と
ひ
こ彦

が
県
令
と
な
る
群
馬
県
を
中
心
に
物

語
が
展
開
。し
か
し
、明
治
９
年
の
萩

に
か
か
わ
る
名
場
面
が
残
っ
て
い
る
。

　

一
つ
は
「
留
り
ゅ
う
こ
ん
ろ
く

魂
録
」。伝
馬
町
の
獄

の
牢
名
主
の
沼
ぬ
ま
ざ
き崎

吉き
ち
ご
ろ
う

五
郎
が
、島
流

し
と
な
っ
た
三
宅
島
か
ら
戻
り
、松

陰
先
生
か
ら
託
さ
れ
た
遺
書
「
留

魂
録
」を
塾
生
の
神
奈
川
県
令
野
村

靖や
す
しに

手
渡
す
場
面
。も
う
一
つ
は

「
萩
の
乱
」。版
籍
奉
還
、徴
兵
令
以

降
、各
地
で
不
平
士
族
の
蜂
起
が
続

発
。萩
で
も
塾
生
を
も
巻
き
込
み
大

惨
事
と
な
る
。そ
し
て
最
後
の
一
つ

は
、松
陰
先
生
の
形
見
の
短
刀
。群
馬

の
絹
商
人
新あ
ら
い井
領り
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
が
絹
取
引

の
交
渉
に
渡
米
す
る
折
に
、寿ひ
さ

が「
兄

松
陰
の
見
果
て
ぬ
夢
を
あ
な
た
に
託

し
ま
す
」と
し
て
短
刀
を
手
渡
す
。

　

名
場
面
を
経
て
、ド
ラ
マ
は
間
も

な
く
撮
影
が
終
了
し
よ
う
と
し
て
い

る
。大
河
ド
ラ
マ
館
を
見
学
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、ぜ
ひ
来
館
さ
れ
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。
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藤田扇
せんしゅう

舟（椿東）

　10 月３日から11 日まで、市民館で「第11 回萩市美術展」を開催しま
した。平面、立体、書、写真の４部門に896 点（高校生・一般の部93 点、小・
中学生の部803 点）の応募があり、９月24 日の審査会で、165 点の入賞
作品が決まりました（出品総数は、招待作家の36 点を加えた932 点）。

上領宏
ひ ろ た か

崇（明倫小４年）

●教育長賞　中村 正
ただし

（山田）
写真「俺の空」
●萩美術協会長賞　倉重洋

ひ ろ こ

子
（江向）平面　「山すそを洗う
せせらぎ」

●議長賞　岡田 泰
やすし

（椿東）
立体　「淡

たんせいゆうはち

青釉鉢」

●教育長賞　恩村 瑠
るい

（川上
小６年）平面「夏休みに行っ
た思い出の日光東照宮」
●萩美術協会長賞　山中彩

さ や

耶
可
か

（萩西中３年）書「松下村塾」

●議長賞　波
は だ の

多野綾
あ や ね

音（椿東
小５年）平面「子牛」

■須佐公民館
　11月１日（日）〜５日（木）
　午前９時〜午後３時
■旭活性化センター（佐々並公民館）
　11月22日（日）
　午前９時30分〜午後３時

　９月 18 から 22 日まで、市美術展　
特別展「水沼兼

か ね お

雄展」が開催され、市民
等から募集した絵画 54 点が展示されま
した。水沼さんの作品がこれほど多く展
示されるのは初めてとあって、多くの
観客が、萩を描いた風景などの作品に見
入っていました。
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紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
、国
指

定
の
名
勝
お
よ
び
天
然
記
念
物
「
長
門

峡
」が
、広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、明
治
か
ら
大
正
の
初
め
に
日
本
画

壇
で
活
躍
し
た
、江
向
出
身
の
高
島
北ほ
っ
か
い海

（
１
８
５
０
〜
１
９
３
１
）が
取
り
上
げ
て

紹
介
を
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

北
海
は
日
本
人
初
の
地
質
図
を
描
い
た

人
物
で
、兵
庫
県
生
野
鉱
山
で
フ
ラ
ン
ス

人
技
師
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
と
地
質
学
を
学

び
ま
す
。植
物
学
も
学
び
、農
林
分
野
の
技

官
と
し
て
、フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー
に
留

学
中
、日
本
画
を
紹
介
、ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー

運
動
に
影
響
を
与
え
ま
す
。離
職
後
、画
家

と
な
り
日
本
画
壇
で
名
を
成
し
ま
し
た
。

　

晩
年
、優
れ
た
自
然
景
観
を
保
護
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、「
長
門
峡
」を
天
然

記
念
物
の
指
定
を
受
け
る
た
め
に
尽
力
。

一
方
で
、長
門
峡
の
開
発
等
に
当
た
り
、自

分
の
画
を
売
り
、そ
の
売
上
金
の
す
べ
て

を
地
域
住
民
主
体
で
立
ち
上
げ
た
保ほ
し
ょ
う
か
い

勝
会

に
寄
付
し
て
、観
光
開
発
や
探
た
ん
し
ょ
う
ど
う

勝
道
の
整

備
に
寄
与
し
ま
し
た
。ま
た
、同
じ
よ
う
な

は
、「
教
育
・
保
全
・
地
域
振
興
」に
取
り
組

む
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」の
運
動
に
重
な
り
ま

す
。

　

北
海
が
名
付
け
親
で
も
あ
る
長
門
峡

は
、
約
１
億
年
前
の
日
本
列
島
が
ま
だ
な

い
時
代
に
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
の
端
で
起

こ
っ
た
激
し
い
火
山
活
動
で
噴
出
さ
れ
た

火
砕
流
（
高
温
の
火
山
ガ
ス
や
火
山
灰
、

火
山
礫れ
き

な
ど
の
流
れ
）
が
１
０
０
０
ｍ
を

超
え
る
厚
さ
で
た
ま
っ
て
で
き
た
場
所
で

す
。
厚
く
積
も
っ
た
も
の
が
高
温
を
保
っ

て
い
た
た
め
、
溶
よ
う
け
つ
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

結
凝
灰
岩
と
呼
ば
れ
る

岩
石
と
な
り
ま
し
た
。
溶
岩
と
同
じ
よ
う

に
ゆ
っ
く
り
冷
え
固
ま
っ
た
た
め
、
長
門

峡
の
切
り
立
っ
た
崖
に
は
、
柱
ち
ゅ
う
じ
ょ
う
せ
つ
り

状
節
理
と

な
っ
た
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
と
き
の
マ
グ
マ
や
火
砕
流
の
出
口

は
一
つ
の
噴
火
口
で
は
な
く
、円
形
に
並

ん
だ
割
れ
目
で
し
た
。地
下
の
浅
い
と
こ

ろ
に
で
き
た
大
き
な
マ
グ
マ
だ
ま
り
か

ら
、粘
性
の
高
い
マ
グ
マ
が
、大
規
模
な
火

砕
流
、火
山
弾
や
火
山
灰
と
な
っ
て
噴
出

し
、降
り
注
ぎ
ま
し
た
。大
量
の
マ
グ
マ
が

出
た
後
の
大
き
な
空
洞
は
崩
れ
、佐
々
並

を
中
心
に
長
径
20
㎞
、短
径
15
㎞
に
わ
た

る
大
き
な
カ
ル
デ
ラ
（
コ
ー
ル
ド
ロ
ン
＝

火
山
構
造
性
陥
没
地
）が
で
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
・
７
７
６
５
）

国指定名勝および天然記念物「長門峡」
ジオサイト⑧

活
動
を
「
須
佐

湾
」で
も
行
い

ま
し
た
。

　

地
質
遺
産
を

学
び
、守
り
、時

代
に
伝
え
て
い

く
北
海
の
活
動

長門峡（紅葉橋）

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山

口
２
０
１
５
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
の

開
催
に
伴
い
、
午
前
９
時
40
分
～
正
午

ま
で
、
会
場
周
辺
と
萩
城
下
町
周
辺
は

混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
18
日(

日)

▽
３
㎞
コ
ー
ス　

ス
タ
ー
ト 

午
前
９

時
40
分

▽
５
㎞
コ
ー
ス　

ス
タ
ー
ト 

午
前
10

バス

3㎞
スタート

10㎞
スタート

５㎞
スタート

時
15
分

▽
10
㎞
コ
ー
ス　

ス
タ
ー
ト 

午
前
10

時
30
分

■
メ
イ
ン
会
場　

明
倫
小
学
校

■
コ
ー
ス　

３
・
５
・
10
㎞
の
３
コ
ー

ス
と
も
、
明
倫
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
す
る
周
回
コ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
支
援
課
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進

室
（
２
５
・
３
１
７
９
）
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こ
こ
掘
れ
、お
宝
だ 

相
島
で「
い
も
掘
り
フ
ェ
ス
タ
」

　

９
月
27
日
、
相
島
で
「
２
０
１
５
い
も
掘

り
フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ
、
市
内
外
の
親
子

な
ど
１
３
０
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。
石
積
み

の
上
に
広
が
る
畑
で
掘
り
始
め
る
と
、
粘
土

質
の
肥
沃
な
土
か
ら
、
ほ
く
ほ
く
甘
い
こ
と

が
評
判
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
紅
色
の
肌
が
現

れ
、
立
派
な
大
き
さ
の
あ
ま
り
取
り
出
す
の

も
ひ
と
苦
労
。「
お
や
つ
は
蒸
し
イ
モ
」
と

い
う
男
の
子
は
、
袋
い
っ
ぱ
い
の
収
穫
に
大

満
足
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
釣
り
と
遊
覧
船
、
サ
ザ
エ
や
イ

カ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
海
の
魅
力
も
満
喫
。

見
送
る
島
民
の
も
て
な
し
に
、
来
年
も
参
加

し
た
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

大きなサツマイモをたくさん収穫

萩
の
食
と
農
の
情
報
発
信
基
地「
ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
萩
」

　

10
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
の

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ふ
れ
あ
い
ら

ん
ど
萩
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
大
勢
の
買
い
物

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生
産
者

が
丁
寧
に
育
て
た
新
鮮
な
野
菜
、
果
物
、
花
、

農
産
物
加
工
品
な
ど
を
販
売
す
る
場
を
つ
く

り
、
生
産
者
の
所
得
向
上
と
、
担
い
手
不
足

の
解
消
を
目
指
す
も
の
で
す
。
店
内
に
は
、

「
超
お
い
し
い
萩
産
米
」
コ
ー
ナ
ー
や
手
作

り
パ
ン
、
で
き
た
て
の
惣
菜
な
ど
を
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
の
水
津
組
合
長
は
、

「
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

買い物客でにぎわう店内

萩市民秋季ソフトボール大会
　９月 27 日、10 月４日に萩スポーツ広場で開催さ
れ、1 部（年齢制限なし）13 チーム、２部（40 歳以上）
10 チームが参加しました。

２部優勝　後小畑チーム（３連覇）

１部優勝　明木チーム（２連覇）

世
界
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を
学
ぶ

　

10
月
３
日
、
萩
博
物
館
で
、
世
界
遺
産
登

録
記
念
企
画
展
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
と
萩
」
に
合
わ
せ
て
、
有あ
り
ま馬

学
ま
な
ぶ

福
岡
市

博
物
館
長
に
よ
る
、『「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
」
の
過
去
・
現
在
・
未
来
』
と
題
し

た
特
別
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、誰
に
で
も
通
じ
る
普
遍
的
な

ス
ト
ー
リ
ー
が
登
録
に
必
要
だ
と
紹
介
。日

本
に
は
西
欧
技
術
を
受
け
入
れ
、使
い
こ
な

す
こ
と
が
で
き
る
基
盤
が
あ
っ
た
が
、萩
の

資
産
こ
そ
、そ
の
試
行
錯
誤
の
時
代
を
語
る

う
え
で
重
要
な
も
の
と
説
明
。ま
た
、非
西
欧

世
界
で
最
初
の
産
業
化
・
工
業
化
を
果
た
し

た
こ
と
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
な
ど
、分
か
り
や
す

い
解
説
に
、約
70
人
の
聴
講
者
は
興
味
深
く

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

有馬学さん
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　９月 19 日、山口県消防学校（山口市）で山口県消
防操法大会・山口県女性消防操法大会が開催され、萩
市から出場した明倫第１分団（基本操法・ポンプ車の
部）と山田第１分団（応急操法 ･ ポンプ車の部）が準
優勝、須佐方面団女性団員（軽可搬ポンプ基本操法の
部）が３位と好成績を収めました。

山口県消防操法大会

基本操法：ポンプ車の部／明倫第 1 分団
【後列左から】柴田敏

と し ゆ き

行、寺山拓
た く ま

真、永田裕
ゆ き

貴
【前列左から】中

な か し ま

島法
の り か ず

收、原田剛
つよし

、吉村泰
やすのり

憲分団長、
新
しんたに

谷 純
まこと

軽可搬ポンプ基本操法の部／須佐方面団女性団員
【後列左から】矢

や だ

田直
な お え

江、吉田博
ひ ろ こ

子、村田記
き よ

代
【前列左から】堀

ほ り た

田美
み ほ

穂、田中光
み つ え

恵、金
か な や ま

山滋
し げ み

美

【後列左から】田中準
じ ゅ ん や

也、森本昌
し ょ う じ

司、小野満
み つ お

男
【前列左から】佐

さ せ

世修
お さ み

美、石
い し み つ

光洋
ひ ろ ふ み

文、小橋 明
あきら

分団長、
藤
ふ じ つ

津新
し ん や

也

応急操法：ポンプ車の部／山田第１分団

（10月１日〜４日　和歌山県）
国民体育大会 / カヌー競技

　国民体育大会（2015 紀の国わかやま国体）のカヌ
ー競技で、足立和也さんがスラローム・カヤックシン
グル２種目で優勝し２冠を達成、高橋怜也さんがワイ
ルドウォーター（スプリント）で優勝するなど、阿武川
特設競技場を練習場にする選手が活躍しました。

■成年男子 カヌースラローム・カヤックシング
ル（15 ゲート）優勝、（25 ゲート）優勝

足立 和
か ず や

也（江向） 

（９月26日〜30日　和歌山県）
国民体育大会 / 卓球

■成年男子卓球（団体）　準優勝

阿部 一
かずみち

道（椿東）監督

萩焼の伝統と技法を今に
　９月19 日から10 月12 日まで、渡辺蒿

こうぞう

蔵旧宅で、「萩焼
伝統工芸士会作家展」が開催されました。萩焼の伝統、後
継者の育成や技術・技法の向上などを目的に活動してい
る伝統工芸士10 人による展示会で、自慢の作品と日用の
器１品ずつ、20 点を展示。会場では、７月の萩焼制作体験
教室で小学生が制作した萩焼も併せて展示されました。

高橋 怜
りょうや

也（椿）

■成年男子 カヌーワイルドウォーター・カヤック
シングル（スプリント）優勝、（1500m）準優勝

岡崎 遥
は る か

海（萩商工高２年）

■成年女子 カヌースラローム・カヤックシングル
（15 ゲート）３位、 （25 ゲート）５位
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　萩・石見空港の東京便は、来年の３月 26 日まで、
２便運航していますが、10 月 25 日から、運航ダ
イヤが変更されます。２便化を継続していくために
は、利用者数の拡大が必要ですので、東京への旅行
はぜひ萩・石見空港をご利用ください。

➡

　　　　　　　観光課（２５・３１３９）、益田市文
化交流課空港対策室（０８５６・２３・０９９０）
問い合わせ

東京 萩・石見空港 東京
出発 到着 出発 到着

10：55 ⇒ 12：30 13：30 ⇒ 15：00
16：00 ⇒ 17：35 18：20 ⇒ 19：50

10月24日まで

東京 萩・石見空港 東京
出発 到着 出発 到着

10：40 ⇒ 12：25 13：10 ⇒ 14：35
15：20 ⇒ 17：05 17：45 ⇒ 19：15

10月25日〜平成28年３月26日

　

10
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。

【
新
規
採
用
】
佃
つ
く
だ

浩こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
国
民
健
康
保

険
見
島
診
療
所
長
〔
歯
科
担
当
〕）

【
退
職
】
武
た
け
す
え居
宏ひ
ろ
き樹
（
国
民
健
康
保
険
見

島
診
療
所
長
〔
歯
科
担
当
〕）

※
課
長
級
以
上
で
、
本
務
に
異
動
が
あ
っ

た
職
員
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
か
ら
、
地
域
外
の
人
材
を
地
域
社

会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、

定
住
・
定
着
を
促
す
「
萩
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」（
非
常
勤
特
別
職
）
が
、市
全
域
・

須
佐
・
福
栄
地
域
で
地
域
づ
く
り
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
１
日
に
新
し
い

隊
員
１
人
が
着
任
し
、
８
人
体
制
で
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
新
任
隊
員
の
紹
介

【
市
全
域
・
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
】

中
野 

翔し
ょ
う
た

太
（
前
住
所
：
兵
庫
県
宝
塚
市
）

▽
抱
負
「
萩
が
世
界
に
誇
れ
る
歴
史
や
文

　

９
月
８
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、
萩

市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

が
審
査
し
た
結
果
、
受
賞
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。

◆
学
校
花
壇
の
部
（
応
募
23
件
）

【
金
賞
】
椿
西
小
学
校

【
銀
賞
】
明
倫
小
学
校
、木
間
小
・
中
学

校【
銅
賞
】
大
井
小
学
校
、
大
島
小
・
中

学
校
、
弥
富
小
学
校

◆
地
域
・
職
域
団
体
の
部
（
応
募
８
件
）

【
金
賞
】
大
島
地
区
環
境
衛
生
組
合
（
大

島
）

椿西小学校【学校花壇の部】
サルビア、ブルーサルビア、ポーチュラカなど

大島地区環境衛生組合（大島）【地域・職域団体の部】」
サルビア、ブルーサルビア、マリーゴールドなど

【
銀
賞
】
八や
は
た幡
区
自
治
会
（
上
田
万
）

【
銅
賞
】
高た
か
ま
た
ふ
く
じ
ゅ
か
い

俣
福
寿
会
（
高
佐
下
）、
白

水
会
館
・
し
ら
み
ず
ク
ラ
ブ
（
山
田
）

◆
個
人
の
部
（
応
募
３
件
）

【
金
賞
】
柴
田
静し
ず
え江
（
須
佐
）

【
銀
賞
】
佐
々
木
輝て
る
お雄
（
今
古
萩
）

【
銅
賞
】
原
田
好み
さ
と里

（
須
佐
）

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー
の
部

（
応
募
４
件
）

【
金
賞
】
関
屋
俊と
し
ふ
み
文
（
椿
）

【
銀
賞
】
増ま
し
の野
絹き
ぬ
え枝
（
椿
東
）

【
銅
賞
】
萩
西
中
学
校

化
を
、
広
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
」

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
３
４
２
）
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川上
地域 かわかみふるさとまつり運営委員会 ☎ 0838・54・2121 

田万川
地域 江崎漁業振興組合 ☎ 08387・2・0321

須佐
地域  須佐公民館 ☎ 08387・6・2310

旭
地域

農産物加工販売所「つつじ」 ☎ 0838・55・5031 

むつみ
地域 むつみふるさとまつり実行委員会 ☎08388・6・0211

福栄
地域 福栄ふるさとまつり実行委員会 ☎ 0838・52・0121

旭
地域

道の駅「あさひ」 ☎ 0838・56・0278 

田万川
地域 JAあぶらんど萩小川支所 ☎08387・4・0311

長門峡もみじまつり実行委員会 ☎ 0838・54・2964 

川上
地域

問い合わせ
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平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
通
年
予
算
と
し
て
３
６
４
億
５
６
０

０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
、
大
河

ド
ラ
マ
推
進
に
関
す
る
事
業
や
、
地
方
へ

の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策

に
対
応
す
る
事
業
な
ど
、
６
回
の
追
加
補

正
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

補
正
後
の
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に

３
６
６
億
８
６
７
５
万
円
と
な
り
、
こ
れ

に
平
成
25
年
度
か
ら
の
繰
越
明
許
費
40
億

８
２
４
０
万
円
お
よ
び
事
故
繰
越
し
５
３

３
９
万
円
を
加
え
た
最
終
予
算
額
は
４
０

８
億
２
２
５
４
万
円
で
、
予
算
規
模
と
し

て
は
前
年
度
と
比
べ
３
億
５
４
１
７
万
円

（
0.9
％
）
減
少
し
、
新
市
施
行
後
最
大
で

あ
っ
た
昨
年
度
に
次
ぐ
予
算
規
模
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
最
終
予
算
額
に
対
す
る
決
算
額

は
、
歳
入
が
３
７
２
億
５
４
４
１
万
円
、

歳
出
が
３
６
２
億
８
０
４
８
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
歳
入
で
９
億
６
６
４

６
万
円（
2.7
％
）、
歳
出
で
13
億
６
５
３
２

万
円
（
3.9
％
）
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
新
市

施
行
後
最
大
の
決
算
規
模
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と
収
支
は

９
億
７
３
９
３
万
円
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

継
続
費
逓て
い
じ次
繰
越
の
財
源
と
し
て
２
５
３

万
円
、
繰
越
明
許
費
の
財
源
と
し
て
４
億

８
５
３
０
万
円
、
事
故
繰
越
し
の
財
源
と

し
て
１
億
５
８
７
０
万
円
を
平
成
27
年
度

へ
繰
り
越
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
繰
越

財
源
の
額
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

３
億
２
７
４
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

◆
歳
入
の
状
況

　

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
９
億
６
６
４

６
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
萩
市

東
部
集
中
豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害
復
旧
事

業
の
実
施
に
よ
る
国
庫
支
出
金
お
よ
び
県

支
出
金
の
増
加
や
、
経
済
対
策
に
伴
う
が

ん
ば
る
地
域
交
付
金
の
受
け
入
れ
に
よ
る

国
庫
支
出
金
の
増
加
、
学
校
施
設
耐
震
化

事
業
、
災
害
復
旧
事
業
、
新
清
掃
工
場
建

設
事
業
お
よ
び
ふ
る
さ
と
融
資
貸
付
事
業

な
ど
の
大
型
事
業
の
実
施
に
伴
う
地
方
債

の
発
行
額
の
増
加
な
ど
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
は
、
景

気
の
緩
や
か
な
回
復
の
動
き
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
人
口
減
少
や
地
価
下
落
な
ど
に

よ
り
、
法
人
市
民
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税

を
除
き
減
少
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
税
の
う
ち
入
湯
税
お
よ
び
都

市
計
画
税
は
目
的
税
で
あ
り
、
都
市
計
画

事
業
な
ど
一
定
の
事
業
の
費
用
と
す
る
た

め
課
税
さ
れ
ま
す
。
入
湯
税
の
決
算
額

４
２
５
９
万
円
は
、
平
成
26
年
度
に
実
施

し
た
環
境
衛
生
施
設
や
観
光
施
設
の
整

備
、
観
光
の
振
興
に
要
す
る
経
費
に
、
都

市
計
画
税
の
決
算
額
３
億
６
４
３
９
万
円

は
、平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
公
園
事
業
、

街
路
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
や
過
去
の

事
業
の
実
施
時
に
借
り
入
れ
た
市
債
の
償

還
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
歳
出
の
状
況

　

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
13
億
６
５
３

２
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
歳
入

の
増
加
要
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
萩
市
東

部
集
中
豪
雨
災
害
に
よ
る
災
害
復
旧
・
復

興
関
連
事
業
の
実
施
、
萩
・
長
門
清
掃
一

部
事
務
組
合
の
行
う
新
清
掃
工
場
建
設
事

業
に
伴
う
負
担
金
事
業
、
学
校
施
設
の
耐

震
化
事
業
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
融
資
貸

付
事
業
に
よ
り
事
業
規
模
が
拡
大
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
歳
出
を
性
質
別
で
見
る
と
、
義

務
的
経
費
の
う
ち
人
件
費
（
▲
５
９
６
７

万
円
）
お
よ
び
公
債
費
（
▲
１
億
９
２
５

４
万
円
）
は
減
少
し
、扶
助
費
は
増
加
（
＋

２
億
３
０
０
３
万
円
）
し
て
い
ま
す
。
投

資
的
経
費
は
、
普
通
建
設
事
業
費
は
減
少

（
▲
15
億
９
０
８
６
万
円
）
し
、
災
害
復

旧
事
業
費
は
大
幅
に
増
加
（
＋
16
億
１
０

４
７
万
円
）
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
県

工
事
負
担
金
事
業
費
等
の
減
少
に
よ
り
、

投
資
的
経
費
全
体
と
し
て
は
、
減
少
（
▲

８
５
５
１
万
円
）
し
て
い
ま
す
。

平成 年度26 決算状況
財政健全性に関する比率の公表

■
ふ
る
さ
と
融
資
貸
付
事
業
（
総
務
費
）

８
億
２
０
０
万
円

　

ト
ー
フ
レ
株
式
会
社
が
、
滋
賀
県
と
山

口
県
の
３
工
場
を
集
約
し
て
、
萩
市
に
新

工
場
を
建
設
す
る
事
業
に
対
し
資
金
を
貸

し
付
け
、
地
域
振
興
に
資
す
る
民
間
投
資

を
支
援

■
旧
萩
藩
校
明
倫
館
跡
地
（
旧
明
倫
小
学

校
）
保
存
整
備
事
業
（
総
務
費
）

２
億
７
０
４
９
万
円

　

旧
明
倫
小
学
校
跡
地
の
校
舎
棟
を
観
光

拠
点
・
教
育
伝
承
・
市
民
活
動
・
資
料
展

示
の
場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
耐
震
診

断
、
実
施
設
計
等
を
実
施
。
併
せ
て
、
駐

車
場
と
進
入
路
を
整
備

■
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業（
民
生
費
）

１
億
７
３
３
５
万
円

　

平
成
26
年
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

い
、
所
得
の
低
い
方
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
対
象
者
に
給
付
金
を
支
給

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事

業
（
民
生
費
）　　
　
　

 

４
７
４
４
万
円

　

平
成
26
年
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

い
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
を
緩
和
す
る
た

め
、
対
象
者
に
給
付
金
を
支
給

■
新
保
育
園
（
椿
東
保
育
園
）
整
備
事
業

（
民
生
費
）　　
　
　
２
億
３
２
８
３
万
円

　

新
川
保
育
園
と
椿
東
保
育
園
を
統
廃
合

し
、
市
営
住
宅
と
の
合
築
（
１
階
部
分
が

　

萩
市
の
平
成
26
年
度
の
各
会
計
の
決
算

が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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市債（10.7％）
39億6,760万円 市税（14.7％）

（23.8％）

54億6,203万円

民生費（23.5％）
85億3,308万円

総務費（15.5％）
56億3,072万円

衛生費（9.1％）
32億9,462万円

教育費（8.8％）
31億8,558万円

消防費（2.7％）
9億9,390万円

議会費ほか（0.7％）
2億6,207万円

公債費（13.6％）
49億3,483万円

災害復旧費（9.8％）
35億4,532万円

土木費（6.4％）
23億993万円

商工費（4.4％）
15億9,773万円 農林水産業費（5.5％）19億9,270万円

国・県支出金
（23.9％）

89億1,755万円

地方交付税（38.9％）
145億280万円

繰入金（0.4％）

諸収入ほか（6.3％）
23億3,811万円

地方譲与税ほか
（2.7％）10億215万円

分担金及び負担金
（1.0％）3億8,289万円

使用料及び手数料
（1.4％）5億4,298万円

1億3,830万円
自主財源

（76.2％）依存財源

372億5,441万円362億8,048万円

会計名 市債残高
　 一般会計 309億4,499万円

特
別
会
計

国民健康保険（直診勘定） 2億7,068万円
簡易水道 14億4,966万円
公共下水道 67億3,573万円
特定環境保全公共下水道 3億475万円
農業集落排水 29億7,408万円
漁業集落排水 17億5,460万円
林業集落排水 734万円
特定地域生活排水 8,758万円
個別排水 4,596万円

合　　計 445億7,537万円
平成27年５月31日現在

　

市
債
と
は
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
公

共
施
設
の
建
設
な
ど
、
一
時
的
に
多
く
の

資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る

長
期
借
入
金
の
こ
と
で
、
そ
の
借
入
金
を

元
利
償
還
と
い
う
形
で
長
期
間
（
３
年
～

30
年
程
度
）
に
わ
た
っ
て
返
済
す
る
こ
と

に
よ
り
、
世
代
間
の
住
民
負
担
を
公
平
に

す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

全
会
計
の
市
債
残
高
の
合
計
額
は
、
前

年
度
に
比
べ
10
億
３
１
６
４
万
円
減
少

し
、
合
併
年
度
の
平
成
16
年
度
末
に
比
べ

約
２
３
５
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
全
会
計
の
基
金
残
高
（
現
物
含

む
）
は
、
平
成
26
年
度
末
で
１
４
４
億
９

６
４
２
万
円
と
な
り
、
平
成
16
年
度
末
に

比
べ
約
34
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
）
に
よ
り
、
新
保
育
園
を
整
備

■
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
負
担
金

事
業
（
衛
生
費
）　 

９
億
４
４
３
９
万
円

　

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
に
対
し
、

新
清
掃
工
場
建
設
に
係
る
経
費
を
負
担
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
供
用
開
始

■
萩
商
港
駐
車
場
整
備
事
業
（
商
工
費
）

２
０
５
０
万
円

　

島
し
ょ
部
か
ら
の
農
産
物
等
の
集
出

荷
を
効
率
化
す
る
た
め
、
上
屋
整
備
と

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
導
入
事
業
を
支
援

■
大
河
ド
ラ
マ
推
進
事
業
（
商
工
費
）

２
億
２
８
８
７
万
円

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放
送
に
あ

わ
せ
て
大
河
ド
ラ
マ
館
を
整
備
し
、
情
報

発
信
と
観
光
客
の
受
入
体
制
の
整
備
、
誘

客
宣
伝
、
販
売
促
進
事
業
等
を
実
施

■
市
道
山や
ま
の
口く
ち
線
道
路
改
良
事
業
（
土
木

費
）　　
　
　
　
　
　
　

 

１
５
０
１
万
円

　

世
界
遺
産
登
録
へ
向
け
た
対
応
と
し

て
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
で
あ
る
市
道
山
の
口
線
の
局
部

改
良
工
事
を
実
施

■
陶
芸
の
村
公
園
整
備
事
業
（
土
木
費
）

１
億
７
８
６
１
万
円

　

整
備
を
進
め
て
い
る
陶
芸
の
村
公
園
に

管
理
事
務
所
や
展
示
広
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
専
用
コ
ー
ス
を
整
備

■
無
田
ヶ
原
口
団
地
Ｄ
棟
整
備
事
業
（
土

木
費
）　　
　
　
　
　

 

５
億
７
８
５
万
円

　

無
田
ヶ
原
口
団
地
に
、
保
育
園
と
合
築

と
な
る
市
営
住
宅
を
整
備

■
私
立
学
校
施
設
整
備
補
助
事
業
（
教
育

費
）　　
　
　
　
　
　
　

 

６
９
６
０
万
円

　

私
立
学
校
の
教
育
振
興
の
た
め
、
萩
光

塩
学
院
が
実
施
し
た
屋
内
運
動
場
の
耐
震

化
事
業
に
対
し
て
支
援

■
小
中
学
校
耐
震
化
事
業
（
教
育
費
）

　
７
億
２
９
４
７
万
円

　

校
舎
（
越
ヶ
浜
小
、
椿
東
小
、
白
水
小
、

見
島
小
中
、
多
磨
小
、
む
つ
み
小
、
明
木

小
中
、
大
井
小
中
）、
屋
内
運
動
場
（
多

磨
小
、
明
木
小
中
、
大
井
小
中
）
に
つ
い

て
、
補
強
計
画
・
実
施
設
計
や
耐
震
補
強

工
事
、
新
築
工
事
等
を
実
施

■
須
佐
保
育
園
災
害
復
旧
事
業
（
災
害
復

旧
費
）　　
　
　
　

 

１
億
６
６
１
０
万
円 

　

萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災

し
た
須
佐
保
育
園
を
旧
奈
古
高
等
学
校
須

佐
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
転
し
、
新
保
育

園
を
整
備

■
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
災
害
復
旧

費
）　　
　
　
　
　

 

９
億
２
５
１
６
万
円

　

萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災

し
た
農
地
と
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
工

事
を
実
施

■
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事
（
災
害
復
旧

費
）　　
　
　
　
　

 

19
億
１
３
６
７
万
円

　

萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災

し
た
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
を

実
施
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ど
ち
ら
の
比
率
か
ら
も
萩
市
の
財
政
は

健
全
段
階
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
本
庁
の
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
事
務
所
地
域
振

興
部
門
ま
た
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
（
２
５
・
３
４
６
９
）

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
度
を
計
る
「
健
全
化
判

断
比
率（
４
指
標
）」と「
資
金
不
足
比
率
」

の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
健
全
化
判
断
比
率
」
は
、
下
表
の
と

お
り
で
、
い
ず
れ
の
数
値
と
も
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
「
資
金
不
足
比
率
」
に
つ
い
て
も
、
公

営
企
業
の
各
会
計
と
も
資
金
不
足
は
生
じ

て
い
ま
せ
ん
（
表
は
省
略
）。

　

15
あ
る
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。
各
会
計
と
も
収
支
は
、

０
ま
た
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

◆
各
特
別
会
計
の
状
況

　

簡
易
水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事
業

は
、
公
営
企
業
会
計
で
あ
る
た
め
、
事
業

※各年度の公表比率は、公表年度の前年度決算に基づく数値です。①②は、萩市の各年度の決
算の実質収支が黒字であること、および、その他の会計で資金不足が生じていないため、「―」
と表示しています。

　健全化判断比率 H27年度
公表比率

H26年度
公表比率

H25年度
公表比率

H24年度
公表比率

早期健全化
基準

財政再生
基準

①実質赤字比率 － － － － 12.5％以上 20.0％以上

②連結実質赤字比率 － － － － 17.5％以上 30.0％以上

③実質公債費比率 10.3％ 10.8% 10.8% 11.4% 25.0％以上 35.0％以上

④将来負担比率 20.4％ 49.0% 45.9% 48.1% 350.0％以上

に
必
要
な
経
費
を
主
に
使
用
料
等
の
収
入

で
ま
か
な
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
も
の
で
す
（
一
部
、
繰
出
基
準
に
よ
る

一
般
会
計
の
義
務
負
担
が
あ
り
ま
す
）が
、

収
入
が
不
足
す
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

多
額
の
繰
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 会計名  歳入  歳出  差引うち一般会計繰入金
土地取得 2億8,485万円 0 2億8,485万円 0

国民健康保険
（事業勘定） 76億3,057万円 5億2,377万円 75億2,763万円 1億294万円

国民健康保険
（直診勘定） 6億9,602万円 1億4,610万円 6億9,602万円 0

休日急患診療 9,582万円 5,240万円 9,582万円 0

後期高齢者医療 8億4,586万円 2億7,248万円 8億3,088万円 1,498万円

介護保険 65億4,130万円10億9,222万円 64億4,633万円 9,497万円

簡易水道 3億6,128万円 1億1,925万円 3億6,128万円 0

公共下水道 13億8,073万円 5億1万円 13億8,073万円 0
特定環境保全公共下
水道 8,483万円 1,325万円 8,483万円 0

農業集落排水 5億2,053万円 3億2,404万円 5億2,053万円 0

漁業集落排水 5億1,092万円 2億3,735万円 5億1,092万円 0

林業集落排水 202万円 152万円 202万円 0

特定地域生活排水 3,945万円 3,067万円 3,945万円 0

個別排水 957万円 713万円 957万円 0

駐車場 777万円 0 777万円 0

合　　計 190億1,152万円33億2,019万円 187億9,863万円 2億1,289万円

①実質赤字比率　一般会計の赤字の程度を示す指
標で、赤字の場合に表示
②連結実質赤字比率　一般会計の実質赤字額に全
会計の赤字額を合算し、市全体の赤字の程度を示
す指標で、赤字の場合に表示
③実質公債費比率　借入金の返済額の大きさを、
財政規模に対する割合で表示
④将来負担比率　借入金など現在抱えている負債
の大きさを、財政規模に対する割合で表示

平成 年度26

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課（
２
５
・
３
４
６
９
）
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水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
施
設
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
決
算
状
況
は
、
地
方

公
営
企
業
会
計
に
新
た
な
会
計
基
準
が

適
用
さ
れ
、
特
別
損
失
と
し
て
退
職

給
付
引
当
金
を
一
括
計
上
し
た
こ
と

な
ど
に
伴
い
、
収
益
的
収
支
差
額
は

２
６
３
万
円
、
消
費
税
等
の
影
響
額
を

除
い
た
純
損
益
は
５
８
９
万
円
の
純
損

失
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
水

道
で
は
堀
内
・
無
田
ヶ
原
地
区
等
で
配

水
管
等
の
整
備
改
良
工
事
を
実
施
し
管

網
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
上

野
配
水
池
等
の
流
量
計
の
更
新
工
事

や
、
大
井
配
水
系
通
信
機
器
の
更
新
工

事
等
の
施
設
の
改
良
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
病
院
は
、
平
成
12
年
４
月
の
開

院
以
来
、
丸
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、
入
院
患
者
数
が
延

べ
３
万
１
７
２
２
人
、
外
来
患
者
数
が

延
べ
６
万
５
１
９
５
人
で
、こ
の
結
果
、

決
算
状
況
は
収
益
的
収
支
で
５
億
２
０

８
３
万
円
の
収
支
不
足
を
生
じ
、
消
費

税
等
の
影
響
額
を
除
い
た
純
損
失
は

５
億
２
２
４
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
幅
な
赤
字
が
生
じ
た
理
由
と
し
て

は
、
地
方
公
営
企
業
会
計
基
準
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
特
別
損
失
と
し
て

４
億
３
３
１
万
円
を
計
上
し
た
こ
と
や

消
費
増
税
の
影
響
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
救
急
車
に
よ
る
搬
入
患
者
数
は

６
７
５
人
と
前
年
度
か
ら
22
人
増
加
、

手
術
件
数
に
つ
い
て
も
５
１
０
件
と
前

　

簡
易
水
道
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

実
施
し
て
き
た
見
島
送
水
管
布
設
替
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
よ
り
一
層
、
効
率
的
な
財
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
良
質
で
安
全
な
水
を
確

保
し
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

水
道
管
理
課
（
２
５
・
３
３
９
０
）

年
度
に
比
べ
35
件
増
加
し
ま
し
た
。

　

設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
モ
ニ
タ
（
生
体
情
報
モ
ニ
タ
）、

大
腸
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
等
の
医
療
機
器

を
更
新
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
県
の

保
健
医
療
計
画
に
公
の
役
割
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
「
急
性
心
筋
梗
塞
に
対

す
る
急
性
期
医
療
」
の
機
能
や
、「
が

ん
治
療
」「
糖
尿
病
治
療
」「
救
急
医
療
」

「
へ
き
地
医
療
」「
小
児
医
療
」
な
ど
地

域
で
求
め
ら
れ
る
役
割
を
担
い
、
萩
保

健
医
療
圏
で
唯
一
の
公
立
病
院
と
し

て
、
住
民
の
福
祉
増
進
に
寄
与
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
民
病
院
（
２
５
・
１
２
０
０
）

収入＝27億3,764万円 支出＝32億5,847万円

収入＝1億4,703万円 支出＝3億7,058万円

診療収入等
22億684万円

診療材料・
医療機器保守等
24億677万円

企業債
4,120万円

補助金 4億9,554万円

企業債償還金
3億2,772万円

建設改良費
4,286万円

不足額2億2,355万円は、
損益勘定留保資金等で
補塡

特別損失 4億331万円

減価償却費等 3億8,332万円
その他 3,526万円

出資金
1億583万円

支払利息 6,507万円

収支差額 5億2,083万円

収入＝7億8,304万円 支出＝7億8,041万円

収入＝1億89万円 支出＝2億3,656万円

水道料金
6億919万円

施設維持管理費等
4億1,767万円

減価償却費 2億2,830万円

上水道建設改良費
9,541万円

上水道企業債償還金
6,824万円

簡易水道建設改良費1,405万円

不足額1億3,567万円は、
損益勘定留保資金等で
補塡

他会計負担金等 7,542万円

支払利息 5,423万円

収支差額 263万円その他 9,843万円

簡易水道企業債償還金
5,886万円

他会計負担金等 3,199万円

企業債
6,890万円

特別損失 8,021万円

平成 年度26
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今
回
は
、
腱
け
ん
つ
き
ち
ゃ
く
ぶ
し
ょ
う

付
着
部
症
の
一
つ
で
あ
る

テ
ニ
ス
肘ひ
じ

（
上

じ
ょ
う
わ
ん
こ
つ
が
い
そ
く
じ
ょ
う
か
え
ん

腕
骨
外
側
上
顆
炎
）
に
つ

い
て
述
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に
！

　

テ
ニ
ス
肘
は
、
肘
の
外
側
に
疼と
う
つ
う痛
を
訴

え
る
頻
度
の
高
い
疼
痛
性
疾
患
で
す
。
成

人
に
お
い
て
、
１
０
０
人
に
１
～
３
人
の

頻
度
で
み
ら
れ
ま
す
。
消
炎
処
置
・
ス
ト

レ
ッ
チ
・
装
具
治
療
等
で
の
治
療
も
し
く

は
無
処
置
で
も
自
然
治
癒
し
う
る
病
気
で

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
的
背
景
も

あ
り
10
～
20
％
は
症
状
が
改
善
せ
ず
難
治

化
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
時
に
痛
み
が
!?

　

手
関
節
を
反
ら
す
際
に
作
用
す
る
筋
群

の
な
か
の
、
特
に
短た
ん
と
う
そ
く
し
ゅ
こ
ん
し
ん
き
ん

橈
側
手
根
伸
筋
の
起

始
部
（
肘
外
側
）
の
腱
付
着
部
炎
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
筋
を
作
用
さ
せ

る
動
作
、
日
常
で
は
た
と
え
ば
タ
オ
ル
を

絞
る
、
ほ
う
き
で
掃
く
、
物
を
持
ち
上
げ

る
な
ど
の
動
作
で
肘
外
側
部
に
痛
み
を
生

じ
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
い
い
!?

①
適
切
な
休
養

　

日
常
生
活
（
仕
事
・
ス
ポ
ー
ツ
）
に
お

い
て
可
能
な
限
り
痛
み
を
生
じ
る
動
作
を

回
避
し
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
急
な
握
り
動
作
を
避
け
る
、

物
を
持
つ
と
き
は
脇
を
し
め
て
手
の
ひ
ら

が
上
を
向
く
よ
う
に
し
ま
す
。

②
筋
の
柔
軟
性
の
回
復

　

筋
が
緊
張
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
柔
軟
性
を
取
り
戻
す
た
め
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
し
ょ
う

（
写
真
参
照
）。

③
薬
物
療
法

　

消
炎
鎮
痛
剤
を
内
服
ま
た
は
貼
付
し
ま

121

萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：桑
くわばら

原 嘉
よしかず

一
専門：整形外科

す
。

④
装
具
療
法（
テ
ニ
ス
エ
ル
ボ
ー
バ
ン
ド
）

　

筋
腹
を
圧
迫
す
る
こ
と
で
筋
の
過
剰
な

運
動
を
制
限
し
、
腱
付
着
部
に
か
か
る
負

担
を
減
ら
し
ま
す
。
作
業
時
の
疼
痛
の
軽

減
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

⑤
注
射
療
法
（
ス
テ
ロ
イ
ド
局
所
注
射
な

ど
）

　

炎
症
・
疼
痛
が
強
い
際
の
短
期
的
な
疼

痛
緩
和
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
ダ
メ
な
ら
・
・
・

　

前
記
の
よ
う
に
保
存
治
療
を
半
年
以
上

行
っ
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
に

は
、
手
術
適
応
と
な
り
ま
す
。
通
常
切
開

展
開
下
の
手
術
、
ま
た
は
関
節
鏡
を
用
い

た
手
術
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
良
好
な

改
善
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
が
、ス
ポ
ー
ツ
・

重
労
働
復
帰
に
は
３
、４
カ
月
は
必
要
で

す
。

　

身
に
覚
え
が
あ
れ
ば
、
整
形
外
科
の
先

生
に
ご
相
談
を
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
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表示機

空
家
等
の
実
態
調
査
を
実

施
し
ま
す

　

市
で
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に

伴
い
、
市
内
全
域
の
空
家
等
の
実

態
を
調
査
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
内
容

　

空
家
調
査
員
が
公
道
か
ら
外
観

目
視
に
よ
り
空
家
と
思
わ
れ
る
建

物
等
を
調
査
し
、
写
真
撮
影
を
行

う
。

■
調
査
期
間　

10
月
20
日
～
平
成

28
年
１
月
20
日

■
調
査
委
託
業
者　

ゼ
ン
リ
ン
山

口
営
業
所

※
調
査
員
は
調
査
員
証
を
携
行
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
７
）

総
合
窓
口
に
受
付
番
号
発

券
機
を
導
入

　

市
役
所
総
合
窓
口
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
10
月
15
日
か
ら
「
①
証
明
等

発
行
業
務
」、「
②
住
民
・
戸
籍
異

動
届
出
業
務
」、「
③
国
保
・
後
期

高
齢
保
険
、
国
民
年
金
、
子
育
て

関
係
業
務
」
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と

番
号
札
が
発
券
さ
れ
る
、
受
付
番

号
発
券
機
を
導
入
し
ま
す
。

　

受
付
内
容
で
番
号
を
分
け
る
こ

と
に
よ
り
、
窓
口
の
順
番
を
詳
し

く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
（
２
５
・
３
４
０
０
）

大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
配

布
　

大
腸
が
ん
は
、
が
ん
の
中
で
死

亡
数
が
女
性
１
位
、
男
性
３
位
で

す
が
、
萩
市
で
の
検
診
受
診
率
は

全
国
平
均
よ
り
低
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

市
で
は
受
診
を
促
進
す
る
た

め
、
未
受
診
の
方
に
検
診
容
器
を

配
布
し
ま
す
。

■
配
布
期
間　

11
月
４
日
～
12
月

７
日

■
配
布
場
所　

健
康
増
進
課
、
各

総
合
事
務
所

■
対
象
者　

今
年
度
大
腸
が
ん
検

診
未
受
診
の
40
歳
以
上
の
方
（
社

会
保
険
本
人
を
除
く
）、無
料
ク
ー 　

　
　

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

自
動
あ
ん
ま
機
、
電
話
機
の
台
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
木
製
ワ
ン
タ
ッ

チ
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
（
テ
ー
ブ
ル

付
）、
女
児
の
服
（
１
０
０
～

１
１
０
㎝
）、
Ｄ
Ｈ
V
（
デ
ジ
タ

ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
カ
ラ
オ
ケ

ソ
フ
ト
、
ひ
な
人
形
（
棚
無
し
）、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

糸
紡
ぎ
機
、
Ｃ
Ｄ
（
演
歌
）、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド
、
テ
レ
ビ
、
Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

洗
濯
機
、
自
転
車
（
大
人
用
・
子

供
用
）、
炊
飯
器
（
5.5
合
用
）

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場

合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場
合

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
バ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
講
座

■
と
き　

11
月
１
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午

■
内
容　

ガ
ラ
ス
棒
を
溶
か
し
、

ト
ン
ボ
玉
を
つ
く
る

■
定
員　

10
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
途
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報

（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

ポ
ン
券
対
象
の
方

■
持
参
品　

が
ん
検
診
等
受
診
は

が
き
、
健
康
保
険
証
・
無
料
ク
ー

ポ
ン
券

※
今
年
度
41
・
46
・
51
・
56
・
61

歳
の
方
に
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
（
再
発
行
可
）。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課（
２
６
・
０
５
０
０
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

受付番号発券機
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ふ
る
さ
と
寄
付
お
礼
の
品

提
供
・
発
送
事
業
者
の
追

加
募
集

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
寄
付
の
お

礼
と
し
て
、
萩
市
の
特
産
品
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
た
め
、
お
礼
の
品
の
提
供
・
発

送
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
市
内
事

業
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

■
事
業
者
の
要
件　

次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
こ
と

◦
萩
市
内
で
製
造
、
加
工
、
販
売

等
を
行
っ
て
い
る

◦
受
注
後
、
速
や
か
に
発
送
手
続

き
が
で
き
る

◦
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

◦
代
表
者
等
が
、
暴
力
団
の
構
成

員
等
で
な
い

■
募
集
す
る
お
礼
の
品　

次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

◦
萩
市
の
特
産
品
と
し
て
広
く
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の

◦
萩
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
も
の

◦
４
０
０
０
円
相
当
の
品
（
消
費

税
込
み
、
送
料
別
）

※
お
礼
の
品
の
費
用
は
、
市
が
負

担
。

■
募
集
期
間　

10
月
19
日
（
月
）

～
30
日
（
金
）

■
申
込
方
法　

企
画
政
策
課
備
え

付
け
の
応
募
表
・
誓
約
書
（
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）、
会
社
・
商
品
等
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
（
必
着
）、
持

参
し
、
お
礼
の
品
の
画
像
デ
ー
タ

を
メ
ー
ル

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
企

画
政
策
課（
２
５
・３
１
０
２
、メ
ー

ルkikaku@
city.hagi.lg.jp

）

女
性
の
が
ん
休
日
検
診

　

市
で
は
、
５
月
か
ら
医
療
機
関

で
個
別
の
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
平
日
に
検
診
を
受
け
ら
れ
な

い
方
の
た
め
、
休
日
に
検
診
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
１
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
～
10
時
受
付（
要
予
約
）

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診

■
対
象
者　

国
民
健
康
保
険
の

方
、社
会
保
険
被
扶
養
家
族
の
方
、

今
年
度
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
方

■
持
参
品　

健
康
保
険
証
、
が
ん

検
診
等
受
診
は
が
き
、
個
人
負
担

金
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

申
し
込
み

10
月
29
日
ま
で
に
、
健
康
増
進
課

（
２
６
・
０
５
０
０
）
へ

地
籍
調
査
実
施
地
区
（
大

井
）
の
登
記
が
完
了

　

市
で
は
、
市
民
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
土
地
を
調
査
す
る
「
地
籍

調
査
」
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
。平
成
24
年
度
に
地
籍
調
査（
一

筆
地
調
査
）
を
行
っ
た
区
域
の
登

記
が
完
了
し
ま
し
た
。

■
完
了
地
区　

大
井
羽は

が賀

■
地
籍
調
査
と
は

　

法
務
局
の
土
地
登
記
簿
と
備
え

付
け
地
図
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、

地
番
・
地
目
・
面
積
が
実
際
の
土

地
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

新
し
く
正
確
な
地
図
・
記
録
（
地

籍
図
・
地
籍
簿
）
を
作
る
こ
と
。

問
い
合
わ
せ

用
地
課
（
２
５
・
９
７
９
０
）

国
勢
調
査
の
調
査
票
の
提

出
は
お
済
み
で
す
か
？

　

現
在
、
全
国
一
斉
に
平
成
27
年

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

が
な
か
っ
た
世
帯
に
、
９
月
下
旬

に
調
査
員
が
紙
の
調
査
票
の
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
票
の
提

出
は
、
10
月
７
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
調
査
票
の
提
出
が

お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
速
や
か

に
調
査
員
に
提
出
す
る
か
郵
送
で

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
17
日
ま
で
に
、
調

査
票
の
提
出
が
確
認
で
き
な
い
世

帯
に
つ
い
て
は
、
10
月
18
日
〜
20

日
の
間
に
「
調
査
票
の
提
出
の
最

終
確
認
に
つ
い
て
」
と
い
う
督
促

状
を
配
布
し
ま
す
。
正
確
な
統
計

を
取
る
た
め
に
、
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
願
い　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
回
答
後
、
世
帯
の
異
動
等
で
内

容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
10

月
20
日
ま
で
に
修
正
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
調
査
票
の
審
査　

国
勢
調
査
指

導
員
が
、
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
調
査
票
の
記
入
内
容
を
確
認
し

ま
す
。
記
入
漏
れ
等
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
次
の
電
話
番
号
か
ら
各

世
帯
に
電
話
で
確
認
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
２
１
・
７
７
４
４
、２
５
・
３
４
３

１
、２
５
・
３
６
９
０
）

■
注
意
事
項　

国
勢
調
査
を
騙

り
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と

す
る
事
案
が
萩
市
で
発
生
し
ま
し

た
。
国
勢
調
査
員
は
、
顔
写
真
入

り
の
国
勢
調
査
員
証
と
従
事
者
用

腕
章
を
身
に
着
け
て
い
ま
す
。
特

に
、
国
勢
調
査
で
は
、
年
金
の
有

無
、取
り
引
き
の
あ
る
金
融
機
関
、

預
貯
金
の
額
な
ど
お
金
に
関
す
る

こ
と
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
勢
調
査
員
に
は
、
守

秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘

密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
統
計
係

（
２
５
・
３
４
３
１
）

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

の
縦
覧

　

田
万
川
・
む
つ
み
・
須
佐
・
福

栄
地
域
で
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
く
基
礎
調
査
が
終
了
し
た
こ

と
か
ら
、
平
成
28
年
１
月
に
発
表

予
定
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
る
と
宅
地
建
物
取

引
に
お
け
る
措
置
や
特
定
の
開
発

に
対
す
る
制
限
、
建
築
物
の
構
造

規
制
・
建
築
確
認
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
縦
覧
地
区　

田
万
川
・
む
つ
み
・
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須
佐
・
福
栄
地
域

■
縦
覧
期
間　

10
月
15
日
（
木
）

～
平
成
28
年
１
月
（
予
定
）（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所　

萩
土
木
建
築
事
務

所
、
土
木
課
、
対
象
と
な
る
各
総

合
事
務
所
・
各
支
所

問
い
合
わ
せ

萩
土
木
建
築
事
務
所（
２
２
・
０
０

４
３
）、
土
木
課
（
２
５
・
３
８
５

８
）、
各
総
合
事
務
所
地
域
振
興

部
門

紅
葉
を
楽
し
む
長
門
峡
無

料
シ
ャ
ト
ル
便
の
運
行

　

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
中
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
限
定
で
萩
阿
武
川
温
泉

か
ら
長
門
峡
竜り
ゅ
う
ぐ
う
ぶ
ち

宮
淵
間
の
無
料

シ
ャ
ト
ル
便
を
運
行
し
ま
す
。
国

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
長

門
峡
」
の
美
し
い
渓
谷
や
「
萩
・

長
門
峡
観
光
遊
覧
船
」
で
紅
葉
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
萩
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
萩
阿
武

川
温
泉
ま
で
は
、
路
線
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
運
行
日 

11
月
1
日
～
23
日
の

土
・
日
曜
日
、
祝
日

※
大
雨
等
の
荒
天
時
は
運
休
。

問
い
合
わ
せ

川
上
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

（
５
４
・
２
１
２
１
）

給
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、全
国
宿
泊
施
設
利
用
料
、

人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
診
料
、
国
家

資
格
試
験
等
の
受
験
料
の
一
部
助

成
等
の
会
員
特
典
も
あ
り
ま
す
。

■
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

・
共
済
だ
か
ら
安
心

・
年
齢
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
掛

金
は
一
律

・
高
齢
者
・
家
族
も
加
入
可
能

※
平
成
27
年
６
月
１
日
以
降
の
入

院
に
つ
い
て
、
１
日
目
か
ら
の
入

院
給
付
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

※
事
業
主
が
従
業
員
の
共
済
掛
金

を
負
担
さ
れ
た
場
合
、
税
法
上
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入

で
き
ま
す
。

※
１
～
４
型
に
加
入
さ
れ
た
方
の

配
偶
者
、
子
ど
も
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

型
に
も
加
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
５
８
３
）

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
開
始
に
つ
い
て

　

地
域
に
よ
る
情
報
通
信
格
差
を

是
正
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
高
速
化
支
援
事
業
に
よ
り
萩

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
あ
る
田
万
川
・
須

佐
地
域
と
三
見
・
大
井
・
木
間
地

区
で
下
り
最
大
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ

の
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
す
。

■
開
始
時
期
（
予
定
）

▽
田
万
川
・
須
佐
地
域　

11
月
１

日
か
ら

▽
三
見
・
大
井
・
木
間
地
区　

12

月
１
日
か
ら

■
サ
ー
ビ
ス
名　

プ
レ
ミ
ア
ム

１
０
０

■
料
金　

月
額
５
５
０
０
円
（
税

別
）問

い
合
わ
せ

萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
２
５
・
７
４
０
０
）

自
動
車
利
用
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力

を
　

国
土
交
通
省
で
は
、
現
在
の
交

通
実
態
を
把
握
し
、
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
や
将
来
の
道
路
計
画
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
の
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

10
月
中
旬
か
ら
11
月
下
旬
に
か

け
て
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象　

県
内
か
ら
無
作
為

に
選
ば
れ
た
約
４
万
５
０
０
０
台

の
車
の
所
有
者

問
い
合
わ
せ

山
口
県
自
動
車
起
終
点
調
査
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
０
１
２
０
・
５
１
・
９
８
１
１
）

型種 月掛金（１人） 加入年齢
１型 450円

満15歳以上満65歳未満２型 900円
３型 1,500円

４型 2,000円 満15歳以上満50歳未満
（満55歳になるまで継続加入可）

高齢者型 450円 満65歳以上満71歳未満
ファミリー

型 500円 満15歳以上満65歳未満
（子どもは0歳以上満25歳未満）

■掛金と加入年齢

給付事由 １型の場合 ４型の場合

死亡・
重度障がい

80～　　
　240万円

350～　　
1,300万円

入院（１日） 500～　　
　2,000円

2,000～　
　8,000円

通院治療（１日） 750円 3,000円

住宅災害
（風水害・全壊） 15万円 60万円

■給付額の例

萩阿武川
温泉 民俗資料館 萩・長門峡

観光遊覧船
長門峡
温泉

長門峡
竜宮淵

行き
9：50

→
9：54

→
9：55

→
10：15

→
10：20

14：00 14：04 14：05 14：25 14：30

帰り
11：10

←
11：06

←
11：05

←
10：45

←
10：40

15：50 15：46 15：45 15：25 15：20

※竜宮淵と道の駅「長門峡」（山口市）間は、有料（大人1,000円、子ど
も500円）のシャトルバスが運行されます（11月1日〜23日）。

中
小
企
業
勤
労
者
共
済
制

度
「
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
」

　

中
小
企
業
で
働
く
勤
労
者
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目
的

に
、
県
下
全
域
に
わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
共
済
制
度
で
す
。

　

少
な
い
掛
金
で
、
死
亡
･
障
が

い
・
入
院
・
住
宅
災
害
等
の
不
測

の
事
態
に
対
し
て
幅
広
い
内
容
で

保
障
し
、
さ
ら
に
結
婚
・
出
産
・

銀
婚
・
小
中
高
校
入
学
の
祝
金
も



市報HAGI●2015（平成27）年10月15日号 18

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
用
品
等
を

貸
し
出
し
ま
す

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

の
収
益
金
で
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
相
島
町

内
会
で
は
次
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
地
域
行
事
等
で
活
用
す

る
ほ
か
、貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

▽
移
動
用
放
送
設
備
、
▽
イ
ベ
ン

ト
用
テ
ー
ブ
ル
（
長
机
、
座
卓
）

問
い
合
わ
せ

相
島
町
内
会
（
２
５
・
８
６
０
０
）

萩
海
運
の
委
託
職
員

■
募
集
人
員　

１
人

■
業
務
内
容　

乗
船
券
の
販
売
、

貨
物
の
受
付
ほ
か

■
勤
務
場
所　

萩
海
運
本
社
（
東

浜
崎
町
）

■
待
遇　

委
託
料
等
は
会
社
規
定

に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
（
随
時
）

■
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
郵
送
、
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
２
４　

萩
市
東

浜
崎
町
１
３
９
︲
１　

萩
海
運

（
２
５
・
２
０
４
０
）

萩
市
職
員
募
集
（
市
民
病

院
臨
床
工
学
技
士
）

■
募
集
職
種　

臨
床
工
学
技
士

■
募
集
人
員　

１
人

■
受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
臨
床
工
学
技

士
免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平

成
28
年
３
月
実
施
の
臨
床
工
学
技

士
国
家
試
験
に
合
格
し
当
該
免
許

を
取
得
す
る
見
込
み
の
方
で
、
萩

市
内
に
居
住
で
き
る
方

■
募
集
期
間　

10
月
15
日
〜
11
月

13
日

■
試
験
日　

12
月
13
日
（
日
）

■
試
験
会
場　

萩
市
民
病
院

■
試
験
内
容　

専
門
試
験
、
個
人

面
接

■
採
用
予
定
日　

応
相
談
（
見
込

者
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
４
月
１

日
）

■
申
込
方
法　

①
受
験
申
込
書

（
写
真
を
貼
付
）、
②
受
験
票
（
切

手
を
貼
付
）、
③
最
終
学
校
卒
業

（
見
込
）証
明
書
、
④
最
終
学
校
成

績
証
明
書
、
⑤
臨
床
工
学
技
士
免

許
証
の
写
し
（
取
得
者
の
み
）
を

郵
送
、
ま
た
は
持
参

※
募
集
要
項
、
受
験
申
込
書
、
受

験
票
は
、総
務
課
人
事
係
に
請
求
、

ま
た
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
提
出
の
場
合
は
、
封
書

に
「
職
員
採
用
試
験
提
出
書
類
在

中
」
と
朱
書
き
し
、
郵
便
書
留
で

送
付
。

※
持
参
の
場
合
は
、
募
集
期
間
中

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）。

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
総

務
課
人
事
係
（
２
５
・１
２
３
９
）

川
上
探
訪
ツ
ア
ー

～
秋
の
紅
葉
巡
り
～

　

秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た

長
門
峡
を
散
策
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
13
日
（
金
）
午
前

８
時
45
分
～
午
後
４
時
（
市
役
所

本
庁
正
面
玄
関
に
集
合
）

■
内
容　

長
門
峡
散
策
（
山
口
市

阿
東
側
か
ら
川
上
方
面
へ
）、
萩
・

長
門
峡
観
光
遊
覧
船

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
長
門
峡

遊
歩
道
を
歩
け
る
方
（
約
５
㎞
）

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

■
申
込
期
間　

10
月
19
日
〜
30
日

主
催
・
申
し
込
み

川
上
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門

（
５
４
・
２
１
２
１
）

ゴ
キ
ブ
リ
だ
ん
ご
作
り

■
と
き　

10
月
28
日
（
水
）
午
前

10
時
～
11
時

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
内
容　

ゴ
キ
ブ
リ
退
治
に
効
果

の
あ
る
玉
ね
ぎ
を
使
っ
た
団
子
作

り■
参
加
料　

３
０
０
円（
材
料
代
）

■
主
催　

萩
消
費
生
活
研
究
会

申
し
込
み

10
月
22
日
ま
で
に
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
２
５
・
０
９
９
９
）
へ

明
る
く
楽
し
い
介
護
川
柳

　

11
月
11
日
は
介
護
の
日
で
す
。

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介

護
の
中
で
ふ
と
感
じ
る
気
持
ち
や

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た
り
幸
せ

を
感
じ
た
り
す
る
思
い
な
ど
を

詠
っ
た
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

■
部
門

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
市
内
の
小
中

学
生
）

・
一
般
の
部
（
市
内
在
住
、通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方
）

■
表
彰　

平
成
28
年
１
月
31
日
の

第
６
回
高
齢
者
虐
待
防
止
研
修
会

で
表
彰

■
応
募
方
法　

12
月
11
日
ま
で

に
、
任
意
の
用
紙
に
１
人
２
句
ま

で
（
自
作
で
未
発
表
の
も
の
）
と
、

住
所
、
氏
名
・
ふ
り
が
な
、
電
話

番
号
、
学
校
名
と
学
年
（
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
の
み
）
を
記
入
し
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
１　

萩
市
江

向
３
５
６
‐
３　

萩
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
２
・
２
０
２
６
）

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

自
然
体
験
「
秋
が
い
っ
ぱ

い
！
」

　

秋
も
深
ま
っ
た
休
日
に
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
の
自
然
体
験

を
し
ま
せ
ん
か
？ 

■
と
き　

10
月
31
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
） 

■
内
容　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
の
食
事
作
り

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
人
６
０
０
円
、
親

子
ペ
ア
１
０
０
０
円（
材
料
費
等
）

主
催
・
申
し
込
み

10
月
29
日
ま
で
に
萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
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ウ
ス
（
２
１
・
７
５
０
１
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
）
へ

萩
東
中
公
開
講
座

　

そ
う
だ
！
東
中
へ
行
こ
う

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
大
好
評

の
公
開
講
座
で
す
。

■
と
き　

11
月
29
日
（
日
）
午
後

２
時
40
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
東
中
学
校

■
内
容　

合
唱
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

ネ
イ
ル
ア
ー
ト
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
・
萩
世
界
遺
産
・
火

山
・
子
育
て
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・

萩
の
魚
等
の
全
11
講
座

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

■
定
員　

各
講
座
20
人
程
度
（
先

着
順
）

■
参
加
料　

無
料
（
実
習
費
が
か

か
る
講
座
は
個
人
負
担
）

※
詳
し
く
は
、
萩
東
中
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://edu.city.hagi.l

g.jp/higashi-jh/index.htm
l

）

を
参
照
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

11
月
６
日
ま
で
に
、
萩
東
中
学

校
（
２
５
・
２
７
２
１
、
メ
ー

ル hagihigashi-jh@
edu.city.

hagi.lg.jp

）
へ

明
治
維
新
を
学
ぶ

萩
の
語
り
部
歴
史
講
座

　
「
萩
の
語
り
部
」
と
は
、
萩
も

の
し
り
博
士
の
う
ち
所
定
の
講
座

を
修
了
し
、
萩
の
豊
か
な
歴
史
、

文
化
、
自
然
な
ど
に
つ
い
て
、「
情

熱
」、「
志
」
を
持
っ
て
物
語
（
ス

ト
ー
リ
ー
）
と
し
て
語
る
こ
と
が

で
き
る
人
た
ち
で
す
。
明
治
維
新

を
テ
ー
マ
に
萩
の
魅
力
や
歴
史
物

語
を
わ
か
り
や
す
く
学
ぶ
講
座
で

す
。とき ところ 語り部 タイトル

11月7日
（土）

14：00〜

渡辺蒿
こうぞう

蔵旧
宅（江向）

三浦忠
ただひろ

廣
高杉晋作下関挙兵（元
治元年秋から慶応元年
の春まで）

15：00〜 清水洋
ようすけ

介 木戸孝允（桂小五郎）

11月8日
（日）

14：00〜 吹
ふきあげおさみ

上修身 楫取素彦に関わる人々

15：00〜 清水洋介 木戸孝允（桂小五郎）

■
定
員　

各
講
座
30
人（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
受
付
開
始
日　

10
月
15
日

■
主
催　

明
治
維
新
１
５
０
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会

申
し
込
み

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
２
５
・
３
２
９
０
）

とき ところ 語り部 タイトル

11月28日（土）
14：00〜

平安古かい
まがり交流
館（平安古）

山根千
ち づ こ

鶴子 〜激動の幕末を駆けた〜
高杉晋作

15：00〜 清水洋介 木戸孝允（桂小五郎）

11月29日（日）
14：00〜 番

ばんやひろし

屋洋 久坂玄
げんずい

瑞について

15：00〜 三浦忠廣
高杉晋作下関挙兵（元治
元年秋から慶応元年の春
まで）

「
新
老
人
の
会
」
記
念
フ
ォ

ー
ラ
ム

　

生
き
生
き
と
し
た
高
齢
社
会
を

め
ざ
す
「
新
老
人
運
動
」
を
提
唱

さ
れ
る
日ひ
の
は
ら
し
げ
あ
き

野
原
重
明
さ
ん
の
講
演

会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き　

11
月
13
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
（
開
場
午
後
０

時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

日
野
原
重
明
先
生
百
四

歳
記
念
講
演
会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
（
萩
、
長
門
合
唱
団
）

■
入
場
料　

１
０
０
０
円
（
会
員

は
無
料
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

「
新
老
人
の
会
」山
口
県
支
部
事
務

局（
０
８
３
・
２
２
３
・
３
８
２
２
）

奥
田

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
忘
れ
て
も
お
互
い
さ
ま
〜
ぃ
ね
」

Ｍ
Ｃ
Ｉ
を
知
ろ
う
！

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

11
月
７
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
45
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

演
劇
「
そ
れ
っ
ち
ゃ
何

か
い
ね
？
／
あ
れ
ぃ
ね
」（
劇
団

さ
く
ら
組
）、「
暮
ら
し
の
中
の
軽

度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）」
解
説

講
演
、
意
見
交
換
会

主
催
・
問
い
合
わ
せ

認
知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

（
２
２
・
０
２
２
４
）

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

11
月
19
日
（
木
）
午
後

１
時
40
分
〜
２
時
40
分

■
と
こ
ろ　

地
域
医
療
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
町
）

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
相
談
員　

山
口
県
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
指
定
医　

■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

11
月
６
日
ま
で
に
、
福
祉
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）
へ
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女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

山
口
地
方
法
務
局
と
山
口
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩

　

11
月
１
日
〜
７
日
ま
で
の
１
週

間
は
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」

で
す
。
文
化
財
に
親
し
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
開
催
さ
れ
、
期
間
中
、
大
照
院

で
は
修
理
工
事
見
学
会
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
大
照
院
本
堂
と
経
蔵
は
、

雨
漏
り
や
シ
ロ
ア
リ
に
よ
る
破
損

が
深
刻
に
な
っ
た
た
め
、
宗
教
法

人
大
照
院
が
、
文
化
庁
、
県
や
市

の
補
助
金
を
受
け
て
保
存
修
理
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
経
蔵
は
ほ
ぼ
組
立
工
事

が
完
了
し
、
外
構
や
仕
上
げ
の
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
堂
は
小

屋
の
組
立
が
進
め
ら
れ
、
棟
上
げ

が
済
ん
だ
状
況
で
す
。
大
き
な
屋

根
を
支
え
る
小
屋
組
の
様
子
を
見

学
で
き
る
最
後
の
機
会
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

11
月
３
日
（
火
・
祝
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

大
照
院
境
内
（
椿
）

※
駐
車
場
は
、
市
民
病
院
横
の
観

光
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（

２
５
・
３
２
９
９
）組立中の大照院本堂

み
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
を
、
全

国
一
斉
の
強
化
週
間
中
は
、
時
間

を
延
長
し
て
行
い
ま
す
。

■
と
き　

11
月
16
日
（
月
）
〜
22

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
）

※
通
常
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
。

■
相
談
内
容　

配
偶
者
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
に
お
け

る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

■
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
）

■
相
談
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
２
２
７
）

山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

（
０
８
３
・
９
２
２
・
２
２
９
５
）

萩
市
民
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

■
と
き　

11
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

女
性

■
チ
ー
ム
編
成　

行
政
区
単
位
で

編
成
。
た
だ
し
、
チ
ー
ム
編
成
が

困
難
な
場
合
は
、
隣
接
行
政
区
と

の
混
成
出
場
可（
萩
地
域
以
外
は
、

地
域
単
位
で
の
チ
ー
ム
編
成
可
）。

25
歳
以
下
の
選
手
は
４
人
以
内
。

■
申
込
方
法　

11
月
９
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

た
ま
ち
秋
の
収
穫
祭
＆
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
結ゆ

い

ま

つ
り
２
０
１
５

　

市
民
活
動
団
体
と
市
民
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
団
体
の
活
動

発
表
や
出
展
等
を
行
う「
結
ま
つ

り
」と「
た
ま
ち
秋
の
収
穫
祭
＆
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
」を
同
時
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
24
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
は
、
午
前

10
時
40
分
）

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」

■
内
容　

活
動
発
表
会
、ダ
ン
ス
、

蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
・
萩
焼
な
ど
各

種
団
体
に
よ
る
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

呈
茶
席
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
、
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
＆
無
料
体
験
、

手
作
り
パ
ン
・
弁
当
販
売
、
仮
装

＆
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
、
く
じ

引
き
大
会
（
特
賞
は
萩
・
石
見
空

港
東
京
往
復
ペ
ア
航
空
券
）
な
ど

※
く
じ
引
き
大
会
の
く
じ
は
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
な
ど
で
配

布
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
用
紙

（
各
カ
所
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た

も
の
）
と
引
き
換
え
ま
す
。

〇
参
加
者
募
集

【
仮
装
パ
レ
ー
ド
】
午
前
11
時
〜

（
申
込
不
要
、
午
前
10
時
40
分
ま

で
に
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」

に
集
合
）

【
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
】
午
後
３
時

10
分
〜
（
参
加
無
料
、
要
申
込
）

【
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
】

午
後
３
時
40
分
〜

■
主
催　

た
ま
ち
秋
の
収
穫
祭
＆

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
「
結
」
ま

つ
り
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」

（
２
４
・
０
１
６
１
）

高
齢
者
写
真
教
室
「
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
ほ
ほ
え
み
」

秋
季
写
真
展

　
「
一
期
一
写
」
を
テ
ー
マ
に
、

会
員
21
人
と
あ
ぶ
フ
ォ
ト
倶
楽
部

に
よ
る
作
品
約
１
０
０
点
を
展
示

し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
26
日
（
月
）
〜
30

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
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（
初
日
の
み
午
後
１
時
か
ら
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

主
催
・
問
い
合
わ
せ

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
ほ
ほ
え
み

（
２
８
・
１
４
４
４
）
西
元

押
し
花
作
品
展
示
会

■
と
き　

10
月
30
日
（
金
）
〜
11

月
１
日
（
日
）
正
午
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

会
員
が
１
年
間
作
り
た

め
た
作
品
展

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部

（
２
２
・
１
２
９
０
）
刀
祢

福
祉
複
合
施
設
つ
ば
き
祭

■
と
き　

11
月
３
日
（
火
・
祝
）

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

福
祉
複
合
施
設
つ
ば

き■
内
容　

入
居
者
作
品
展
、
即
売

会
、
屋
台
、
ゲ
ー
ム
各
種
、
餅
ま

き
大
会
な
ど

※
雨
天
時
は
一
部
変
更
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
複
合
施
設
つ
ば
き

（
２
４
・
４
１
２
８
）

　

平
成
23
年
３
月
に
開
館
、
今
年

度
で
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

◇
記
念
展
「
萩
が
生
ん
だ
音
楽
界

の
奇
才 

兼か
ね
つ
ね
き
よ
す
け

常
清
佐
」

■
と
き　

10
月
31
日
（
土
）
〜
11

月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

７
時

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館
２
階

■
内
容　

萩
市
出
身
で
音
楽
評
論

家
の
兼
常
清
佐
生
誕
１
３
０
年
を

記
念
し
て
、
写
真
パ
ネ
ル
展
示
や

関
連
図
書
で
紹
介

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

10
月
31
日

（
土
）
午
前
10
時
〜

　

Ｆフ

ィ

オ

ー

レ

ｉ
ｏ
ｒ
ｅ 

Ｈハ

ギ

ａ
ｇ
ｉ
（
萩

高
合
唱
部
Ｏ
Ｇ
）
に
よ
る
「
萩
市

市
歌
」
合
唱
（
昭
和
９
年
制
定
、

兼
常
清
佐
作
曲
）

◇
記
念
講
演
会

■
と
き　

10
月
31
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
演
題　
「
萩
時
代
の
兼
常
清
佐
」

■
講
師　

蒲が
も
う
み
つ
こ

生
美
津
子
（
沖
縄
県

立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

30
人
（
申
込
不
要
）

【
萩
図
書
館
】

○
図
書
館
ま
つ
り

■
と
き　

10
月
25
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
内
容　

▽
「
本
の
帯
」
表
彰
式

（
午
前
10
時
〜
10
時
30
分
）、
▽
雑

誌
ふ
ろ
く
釣
り
ゲ
ー
ム
（
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜
１

時
30
分
）、
▽
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、
発
表

者
、
観
戦
者
募
集
中
）、
④
お
は

な
し
会（
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
）

○
ぶ
ら
り 

ぶ
ら
い
ん
ど 

ぶ
っ
く         

ま
ー
け
っ
と

■
と
き　

10
月
20
日
（
火
）
〜
11

月
20
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後

９
時

■
内
容　

本
の
交
換
会
（
新
し
い

本
と
の
出
会
い
）

○
「
本
の
帯
」
入
賞
作
品
展
示

■
と
き　

10
月
25
日
（
日
）
〜
11

月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

９
時

○
古
本
市

■
と
き　

11
月
15
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
須
佐
図
書
館
】

○
ま
な
ぼ
う
館
古
本
市

■
と
き　

10
月
31
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
内
容　

▽
古
本
の
無
料
提
供
、

▽
雑
誌
ふ
ろ
く
釣
り
（
９
時
30
分

〜
無
く
な
り
次
第
終
了
）

○
ま
な
ぼ
う
館
体
験
教
室
「
ペ
タ

ン
コ
ス
タ
ン
プ
作
り
」

■
と
き　

10
月
31
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時
（
受
付
は
30
分
前
ま

で
随
時
）

■
内
容　

発
泡
ト
レ
ー
で
エ
コ
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ン
プ
作
り

■
対
象
者　

小
学
生
以
上

○
折
り
紙
作
品
展

■
と
き　

10
月
27
日
（
火
）
〜
11

月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
６
時

【
明
木
図
書
館
】

○
古
本
市

■
と
き　

11
月
８
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

■
内
容　

古
本
等
を
無
料
提
供
。

写
真
展「
明
木
中
学
校
の
思
い
出
」

も
同
時
開
催

■
と
き　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
定
員　

30
人
（
申
込
不
要
）

開催日 演題 講師

11月7日（土）萩図書館開館5周年関連講演「兼常清佐 余話」
※講演後ギャラリートーク開催。

三
み よ し

好健
け ん じ

二（萩まちじゅう博
物館推進委員会土原部会長）

1月30日（土）平安京はなぜ千年持続したか〜地質学から
考える〜 原

はらだけんいち

田憲一（至誠館大学学長）

2月27日（土）萩とこれから 塩
しおみつなおひろ

満直弘（萩ゲストハウス
rル コuco代表）

3月26日（土）ナベヅルとパン物語 徳
とくながゆたか

永豊（周南市立中央図書
館前館長）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

須
佐
図
書
館

（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

明
木
図
書
館
（
５
５
・
０
３
１
４
）
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松
陰
先
生
の
命
日
は
大
河

ド
ラ
マ
館
が
入
館
無
料

　

10
月
27
日
の
吉
田
松
陰
先
生
の

命
日
は
、
大
河
ド
ラ
マ
館
に
無
料

で
入
館
で
き
ま
す
。
大
河
ド
ラ
マ

館
で
は
、
ド
ラ
マ
で
実
際
に
使
わ

れ
た
衣
裳
や
こ
こ
で
し
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
映
像
集
な
ど
ド
ラ

マ
の
世
界
観
を
体
験
で
き
ま
す
。

■
と
き　

10
月
27
日
（
火
）
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
入
場
は

午
後
４
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

大
河
ド
ラ
マ
館

※
通
常
は
高
校
生
以
上
５
０
０

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ

大
河
ド
ラ
マ
推
進
室

（
２
５
・
３
１
３
９
）

ハ
ロ
ー
フ
レ
ン
ズ
ま
つ
り

　

障
が
い
者
と
地
域
住
民
の
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ハ
ロ

ー
フ
レ
ン
ズ
を
土
原
に
移
し
て
か

ら
初
め
て
の
開
催
で
す
。

■
と
き　

10
月
27
日
（
火
）
午
前

11
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
フ
レ
ン
ズ

（
土
原
・
旧
山
口
家
具
店
）

※
駐
車
場
は
、
サ
ン
リ
ブ
萩
店
屋

上
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

綿
菓
子
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
、
焼
き
芋
、
ゲ
ー
ム
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
フ
レ
ン
ズ

（
２
２
・
３
１
７
５
）
阿
武
・
船
戸

至
誠
館
大
学
大
学
祭

「
至
誠
祭
」

■
と
き　

11
月
１
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

至
誠
館
大
学

■
内
容　

学
生
屋
台
、も
ち
ま
き
、

ダ
ン
ス
な
ど

○
前
夜
祭　

10
月
31
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
４
時
30
分

　

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
、野
村
深し
ん
ざ
ん山

（
福
井
県
）の
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト

◆
同
時
開
催

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
紹
介
、

進
路
相
談
な
ど

○
特
別
展
「
産
学
官
で
つ
む
ぐ
日

韓
の
友
情
」

　

萩
市
と
韓
国
蔚う
る
さ
ん山
広こ
う
い
き域
市
の

両
市
間
の
相
互
交
流
や
、
至
誠
館

大
学
と
蔚
山
大
学
校
の
大
学
間
交

流
等
に
つ
い
て
の
展
示
紹
介
。
当

日
解
説
等
あ
り
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

至
誠
館
大
学
（
２
４
・
４
０
１
３
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館　

活
動
発
表
会

　
「
見
て
、
聞
い
て
、
楽
し
く
学

ぶ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
を

テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
の
活
動
と
、
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
発
表
会
で
す
。

■
と
き　

11
月
１
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

■
内
容

▽
館
内　

各
班
に
よ
る
古
写
真
展

示
、
菊
の
展
示
、
襖
の
下
張
剥
が

し
体
験
、
紙
芝
居
等
上
演
、
民
具

紹
介
、
貝
殻
を
使
用
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
有
料
）、
採
集
貝
の

標
本
展
示
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
過
程
の

体
験
、
幕
末
明
治
に
関
す
る
ガ
イ

ド
（
11
月
３
日
の
午
後
も
実
施
）、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
ぜ
ん
ざ
い
の
お
も

て
な
し
、
シ
ョ
ッ
プ
で
１
０
０
０

円
以
上
の
購
入
者
に
抽
選
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
館
外　
（
仮
）萩
再
発
見
ツ
ア
ー

（
午
前
10
時
、
午
後
１
時
30
分
、

各
先
着
20
人
）

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

青
磁
は
、
古
来
日
本
で
も
天
皇

や
貴
族
、
武
家
、
茶
人
ら
に
珍
重

愛
玩
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
代
で

も
、
そ
の
美
質
に
魅
入
ら
れ
た
愛

好
家
の
み
な
ら
ず
、
数
多
く
の
制

作
者
が
自
己
を
表
現
す
る
対
象
と

し
て
青
磁
の
技
術
を
競
い
合
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
第
１
章
〜

第
３
章
に
分
け
て
作
品
を
紹
介

し
、
約
１
２
０
点
を
一
堂
に
展
示

し
て
青
磁
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
の
方
・
学
生
８
０
０
円
、

18
歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日（
10
月
26
日
、

11
月
９
日
、
23
日
は
開
館
）

　
　

11
月
29
日（
日
）ま
で

◇
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
（
中な
か
の野

月げ
っ
ぱ
く
じ

白
瓷
に
つ
い
て
）

■
と
き　

11
月
１
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

講
座
室（
84
席
）・
２

階
展
示
室

■
講
師　

福ふ
く
し
ま
ぜ
ん
ぞ
う

島
善
三
（
本
展
出
品

作
家
）

※
要
観
覧
券
。
申
込
不
要
。

◇
教
育
文
化
週
間

　

11
月
１
日
（
日
）
〜
７
日
（
土
）

の
教
育
文
化
週
間
中
は
、
普
通
展

示
を
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

※
11
月
２
日
の
休
館
日
を
除
く
。

◇
秋
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン

サ
ー
ト

■
と
き　

11
月
３
日
（
火
・
祝
）

午
後
３
時
〜
３
時
45
分

■
と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ

ビ
ー

■
内
容　

木き
は
ら
と
も
こ

原
朋
子
（
箏
）、
杉す
ぎ

江え
よ
し
こ

慶
子
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
演
奏

■
入
場
料　

無
料（
当
日
先
着
順
）

※
特
別
展
示
へ
の
入
場
は
別
途
観

覧
券
が
必
要
で
す
。

神
しんのういわお

農巌　堆
ついじせんもんつぼ

磁線文壺　2012 年
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萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

世
界
遺
産
登
録
記
念
企
画
展

11
月
29
日（
日
）ま
で

▶
吉
田
松
陰
が
主
宰
し
た
松
下

村
塾
の
塾
舎
（
萩
博
物
館
蔵
）

１
９
０
０
〜
１
９
１
０
年
代

（
明
治
後
期
）
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
る

◆
工
学
教
育
の
先
駆
的
提
唱
者 

吉
田
松
陰
の
松
下
村
塾

　

吉
田
松
陰
は
、
安
政
３
年
（
１

８
５
６
）
実
家
杉
家
に
幽
囚
中
に

事
実
上
の
松
下
村
塾
を
発
足
さ
せ

て
い
ま
す
。
門
人
が
増
加
し
た
た

め
、
翌
年
、
杉
家
宅
地
内
の
こ
の

建
物
を
塾
舎
と
し
ま
し
た
。
松
陰

は
、
国
勢
振
興
の
た
め
に
は
身
分

を
問
わ
ず
人
材
を
集
め
、
実
技
を

重
視
し
た
作
業
場
も
付
設
す
べ
き

で
あ
る
と
論
じ
て
お
り
、
工
学
教

育
の
必
要
を
説
い
た
先
駆
者
と
い

え
ま
す
。
大
正
11
年（
１
９
２
２
）

杉
家
（
吉
田
松
陰
幽
囚
ノ
旧
宅
）

と
と
も
に
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

吉
田
松
陰
は
安
政
３
年
（
１
８

５
６
）
３
月
に
松
下
村
塾
を
発
足

さ
せ
た
が
、
安
政
５
年
12
月
に
野

山
獄
に
再
投
獄
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
松
下
村
塾
は
わ
ず
か
２
年
10

カ
月
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。

（
２
５
・
３
１
７
７
）

萩
市
民
音
楽
祭

■
と
き　

11
月
３
日
（
火
・
祝
）

午
後
０
時
30
分
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

高
校
、
一
般
の
各
部
門
で
、
コ
ン

ク
ー
ル
等
に
上
位
入
賞
し
た
個
人

（
５
人
）、
団
体（
14
団
体
）の
演
奏

■
記
念
演
奏　

女
声
合
唱
（
レ

デ
ィ
ー
ス
・
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
、
兵
庫
県
）

■
入
場
料　

３
０
０
円
（
会
員
、

高
校
生
以
下
無
料
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
音
楽
協
会

（
２
６
・
３
５
１
０
）
宮
木

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
14
日
（
土
）、
15

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

中
央
公
園
、市
民
館
、

市
役
所
前
庭
駐
車
場
、田
町
商
店
街

■
内
容　

▽
14
、
15
日
＝
萩
の
特

産
品
販
売
約
１
０
０
店
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
（
中
央
公
園
）、
▽

14
日
＝
山
口
活
性
学
園
コ
ン
サ
ー

ト
（
中
央
公
園
）、
の
ど
自
慢
大

会
（
市
民
館
大
ホ
ー
ル
）、
消
防

は
し
ご
車
体
験
乗
車
等
（
市
役

所
前
庭
駐
車
場
）、
15
日
＝
花
燃

ゆ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
中
央
公
園
）、

中
央
公
民
館
舞
台
発
表
会
（
市
民

館
大
ホ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

萩
時
代
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
15
日
（
日
）
午
前

８
時
〜

■
と
こ
ろ　

中
央
公
園
〜
金
谷
神

社
、
萩
城
跡
ほ
か

■
内
容　

萩
大
名
行
列
（
平
安
古

備
組
、
古
萩
町
大
名
行
列
、
午
前

８
時
〜
）、萩
時
代
パ
レ
ー
ド
（
正

午
〜
）

問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船

秋
の
運
航
開
始

　

阿
武
川
ダ
ム
湖
の
湖
面
か
ら
眺

め
る
、
風
光
明
媚
な
秋
の
景
色
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
船
頭
に
よ
る

川
上
地
域
に
伝
わ
る
阿
武
川
平
家

伝
説
の
ガ
イ
ド
な
ど
も
あ
り
ま

す
。

■
運
航
期
間　

10
月
24
日（
土
）〜

11
月
29
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
湖
面
の
水
位
や
天
候
に
よ
り
運

休
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船

（
０
９
０
・
４
１
０
４
・
４
９
２
４
）

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○ジュラシック・ワールド
○向日葵の丘 1983年・夏
○ミニオンズ
○HERO
○ＵＦＯ学園の秘密
○スターウォーズ フォースの覚醒

上映中〜10/30
上映中〜10/16
上映中〜10/30
上映中〜10/23

上映中〜
12/18〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

コース乗船料 料金区分 佐
さ ざ れ

々連コース
（約 50 分）

重
じゅうべいいわ

塀岩コース
（約 90 分）

大人
（中学生以上）

通常料金 1,200 円 2,000 円
割引料金 1,000 円 1,500 円

小人
（小学生以下）

通常料金 600 円
割引料金 500 円

３歳未満 大人１人につき１人まで無料
２人目からは小人料金

※割引料金：「20人以上の団体」または、「萩阿武川温泉
ふれあい会館の当日入浴券持参」の場合

▶
幅
広
い
知
識
を
門
人
に
伝
授
し
た

兵
学
者
吉
田
松
陰
（
松
陰
神
社
蔵
）
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◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
20㊋、27㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

20㊋ 絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

27㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」（運動遊び） 10:30〜11:30
発達相談日 11:30〜15:00

◆萩幼稚園（22･0775）
20㊋ 未就園児開放日（ひよこ組）

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11:30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

28㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
サート、パネルシアターなど

10:00〜11:30

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ

10:00〜むつみ昆虫王国駐車場
10:00〜福栄保セ

13:00〜むつみ総合事務所

●のびのび会
　健康づくり応援隊むつみ地域交流ウォーキング

●スマイルキッズ
●1歳6か月児・3歳児健康診査

毎週㊌
22㊍

23㊎
30㊎

田万川・須佐 地域
9:30〜弥富公民館

10:00〜田万川保セ
10:00〜田万川保セ

14:00〜須佐保セ
9:30〜弥富公民館

13:30〜田万川体育館
9:30〜須佐保セ

　弥富ウエルネス教室
　健康ちょきん教室
　おや自炊教室
　みんなの健康運動教室
　介護予防講座（口腔ケア）
　室内運動教室
　男の活き活きリハ会

19㊊
20㊋
21㊌
23㊎
26㊊
27㊋
28㊌

萩健康福祉センター ☎25・2667

21㊌
28㊌

　心の健康相談（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00〜
13:00〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ

11:00〜中央公園
13:30〜萩市保セ

13:30〜御許町公会堂
13:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

10:30〜山田天満神社

毎週㊋
毎週㊍
16㊎

19㊊

20㊋
22㊍
30㊎

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

●ママ友の会（H27.4〜6月生まれ）　
　御許町健康教室
●3歳児健康診査
●5か月児健康相談
　山田天神健康教室

開催中〜11/1㊐
　　　写真展「明木中学校の思い出」 9:30〜 明木図書館

毎週㊎ まなぼう館で
　　　 レッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

20㊋
 ぶらり ぶらいんど ぶっく
 まーけっと 〜11/20㊎ 9:00〜 萩図書館

 あんずの会 14:00〜 萩図書館
21㊌  としょかん通信をつくろう 16:00〜 明木図書館
25㊐   萩図書館まつり 10:00〜 萩図書館

27㊋   折り紙作品展 みて、うごかし
  て、あそぼう！ 〜11/8㊐ 9:30〜 須佐図書館

30㊎   似顔絵教室 16:00〜 明木図書館

31㊏

•まなぼう館古本市 9:30〜 須佐図書館
•「萩が生んだ音楽界の奇才
　兼常清佐」展 〜11/15㊐ 10:00〜 萩図書館

•講演「萩時代の 兼常清佐」 10:30〜 萩図書館
•まなぼう館体験教室
   ペタンコスタンプ作り 14:00〜 須佐図書館

【休館日】 須佐図書館：19㊊、21㊌、26㊊
   　　　明木図書館：19㊊、21㊌、25㊐、26㊊

18㊐ •ねんりんピックおいでませ！山口2015 マラ
　ソン交流大会　　　　　8:40〜萩明倫小グラウンド

22㊍ •萩市バドミントン教室（夜間の部）（〜11/26）
　　　　　　　　　　　　　　　19:30〜市民体育館                                                                                                     

25㊐

•秋季大会兼会長杯争奪大会　9:00〜萩スポーツ広場
•萩市長杯兼萩オープンシングルステニス大会（秋季）
　　　　　　　　　　　　　　9:00〜萩市テニスコート
•山口県スポーツ・レクリエーションフェスティ
　バルソフトバレーボール交流大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館
•むつみワクワク運動会　　9:00〜むつみグラウンド

30㊎ •むつみ地域職域ソフトバレーボール大会
　　　　　　　19:30〜むつみB＆G海洋センター体育館

31㊏ •会長杯争奪軟式野球大会（A級）（〜11/1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　8:00〜萩スタジアム

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
17㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜
21㊌ ベビーマッサージ教室（定員：５組） 10:00〜11:30
22㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
23㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15

31㊏
ハロウィンのお菓子作り 13:30〜15:30

「ぴーかーぶー」のおはなし会
（子ども図書館） 15:00〜

9:00〜川上保セ

9:00〜旭マルチメディアセ
9:30〜旭マルチメディアセ

　川上健康教室
　あさひヘルシー教室（調理実習）

　旭男性の料理教室

21㊌
23㊎

29㊍

地域川上・旭
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情報カレンダー日月火水木金土
2１ ３
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13

19 20
11 15 16 1714
18 23 2422
12

26 27282925
21

６

30 31

※小児科は、30日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

AM8:30〜PM５：30

阿北地区
休日当番医

18日㊐
25日㊐

［内外科］
［内外科］

休日急患診療セ
休日急患診療セ

26・1397
26・1397

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊎
外科 めづき（土原） 22・2248
内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

17㊏
○道の駅「萩・さんさん三見」秋の収穫祭 〜18日（10:00〜/道の駅「萩・さんさん三見」）外科 玉木（瓦町） 22･0030
○平山台まつり　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/平山台駐車場）内科 萩慈生（玉江） 25・6622
○史跡 恵美須ヶ鼻造船所跡発掘調査現地見学会　　　　　　（10:00〜/現地）
○全国凧揚げ大会 in 見島 〜18日　　　（14:00〜/見島ふれあい交流センターほか）

18㊐
●ねんりんピックおいでませ！山口2015 マラソン交流大会  内科・歯科（外科）

（8:40〜/明倫小学校ほか）休日急患診療センター（椿）26・1397

19㊊
外科 MP萩（堀内） 24・0082
内科 柳井（橋本町） 22・0748

20㊋
○心配ごと相談　　　　　　　　　　　　　　　（13:30〜/総合福祉センター）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 全真会（玉江浦） 22・4106

21㊌
●戦没者追悼式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/市民館大ホール）外科 花宮（平安古町） 25･8738
○年金出張相談　　　　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/須佐総合事務所）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

22㊍
●行政相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13:30〜/川上公民館）外科 田町（東田町） 24･1234

内科 萩慈生（玉江） 25･6622

23㊎
○赤十字パネル展 〜11/6 　　　　　　　（8:30〜/市民館ロビー）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170

内科 市原（塩屋町） 22･0184

24㊏
○たまち秋の収穫祭＆ハロウィン with 結まつり 2015 外科 都志見（江向） 22・2811

（10:40〜/田町商店街ほか）内科 みやうち（椿） 25・2500

25㊐
○「つつじ」収穫大感謝祭　　　　　　　　（9:00〜/農産物加工販売所「つつじ」） 内科・歯科（外科）
○道の駅まつり＆商工フェスタ　　　　　　　　　　（9:00〜/道の駅「あさひ」）休日急患診療センター（椿）26・1397
○茶道裏千家淡交会青年部西中国ブロック45周年記念大会  （9:30〜/市民館大ホール）
●萩わんぱく広場　　　　　　　　　（10:00〜/中央公園、児童館、萩わんぱーく）

26㊊
●阿武川ダム完成40周年記念写真展 〜30日　　　　　（8:30〜/市民館ロビー）外科 萩市民（椿） 25･1200
○高齢者写真教室「シャッターチャンスほほえみ」秋季写真展 〜30日 内科 波多野（堀内） 25・2788

（9:00〜、26日のみ13:00〜/市民館小ホール）

27㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/萩市社協田万川事務所）外科 かわかみ（椿東） 21・7538

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

28㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 めづき（土原） 22・2248

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

29㊍
外科 大藤（椿） 21・0002
内科 中坪（今魚店町） 22・5430

30㊎
○ふしぎな花倶楽部押し花作品展 〜11/1 外科 MP萩（堀内） 24・0082

（10:00〜、30日のみ12:00〜/市民館第1会議室）内科 全真会（玉江浦） 22・4106
●阿武川ダム完成40周年記念講演会　　　　　　　（19:00〜/市民館小ホール）小児科 いわたに（椿東） 24･2100

31㊏
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 柳井（橋本町） 22・0748

1㊐
○萩魚釣りフェスティバル 〜釣萩〜　　　　（越ケ浜中学校向かいイベント広場）
○かわかみふるさとまつり　　　　　　　　　　　　　　（9:30〜/川上公民館ほか）
○至誠館大学 大学祭 「至誠祭」　　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/至誠館大学）
○萩・木間の里音楽会　　　　　　　　　　　　（13:00〜/木間小中学校体育館）

  2㊊

11

16 →31日 日

10月
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　萩市街地への玄関口に位置する道の駅。萩の加工
品のセレクトショップ「物産館」。四季折々の野菜
や果物を扱う「農産物直売所」。萩の特産牛である
見島牛や見

け ん ら ん

蘭牛を使ったダイニング「玄
げん

」。瓦そば
が人気のうどん店「橙

だいだいてい

々亭」など、農産物や畜産物
といった萩の豊かな山の幸を中心に扱う道の駅で
す。NPO 萩まちじゅう博物館が運営する「松陰記
念館」も併設しています。
　平成 28 年の春には、農産物直売所を全面改装し、

「菜
な な い ろ

々色マルシェ」としてリニューアルオープンし
ます。

【プロフィール】
道の駅 萩往還（運営/一社 萩物産協会　篠原充駅長）
平成 4 年開業、22 年リニューアルオープン
年間来場者数 25 万人　駐車場：64 台
営業時間：午前９時～午後６時（施設により異なる）
年中無休（玄は火曜休）
住所：萩市大字椿字鹿

か せ が さ か

背ヶ坂1258
電話：0838・22・9889
ホームページ：http://www.hagioukan.com/

◀人気メニューの一つ
「玄」のハンバーグ

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより
本人または親族の方の承認を得たもののみ掲
載しています。（敬称略）
※9月16日〜9月30日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成27年9月末日）
人口／50,816人（前月比−73）
男／23,402人（前月比−17）  女／27,414人（前月比ー56）
世帯数／24,079世帯（前月比−1）  出生／21人  死亡／71人

表紙

　今年で10 回目を迎え、萩の秋の恒例イベントとな
った、着物ウィークin 萩。10 月１日から12 日まで、
萩城城下町周辺で開催され、多くの人が着物姿でま
ち歩きを楽しみました。　
　イベントに参加した萩商工高校の生徒も、お気に
入りの着物で、世界遺産となった城下町を散策した
り、思い思いの場所で記念撮影をするなど、日常とは
違う「和」の空間を笑顔で楽しんでいました。

世界遺産の町並みを着物で散策
10回目の着物ウィーク in萩
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